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				2023年 第40号 TUT 同窓会報 1

			

		

		
			
				豊橋技術科学大学同窓会の皆様方におかれましては、常日頃より同窓会活動にご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。

				2022年度末を迎えるにあたり、この一年を振り返りますと新型コロナウィルス感染症は収束とまでは至らないものの、感染に留意しながらも元に近い生活を取り戻そうとするウィズ・コロナの時代を迎えています。また、昨年2月に始まったロシアによる不条理なウクライナ侵攻はその先が見通せず、世界情勢に大きな影響を与えると共に、安全保障政策に関する議論、原油価格高騰、円安など、私たちの身近に大きな影を落とし、この年は様々な意味で世界、日本の転換点になるように思います。

				その中での明るいニュースは、昨年６月に行われたＮＨＫ学生ロボコン全国大会で我が技科大が全国優勝！その後の世界大会ＡＢＵロボコン2022インドデリーでは予選リーグで敗退したものの、ロボットの高い技術面が評価され「ベストエンジニアリングアワード」を受賞されたとのこと。あっぱれ！！！後輩たちの活躍に勇気をもらう大変嬉しいニュースでした。同窓会も世界大会に向けての緊急支援を通じて応援をさせて頂きました。

				この一年の同窓会の活動ですが、新型コロナ感染症のために2020年度より始めた同窓会緊急学生支援を継続。当初より申請は減少し、2021年９月から2022年３月までに支援した学生数は13名と落ち着きをみせています。また、今までに支援を行った学生へのアンケートでも多くの感謝の言葉を頂いていて、困窮した学生たちの支援を行えたことを改めて皆様にお礼申し上げます。引き続き新型コロナの影響に関わらず、困窮する学生への支援を行って参ります。

				　また、優秀な学部卒業生への同窓会会長賞の授与、学生課外活動支援の他、好評を頂いている食堂での「めざましごはんプレミアム」や「同窓会カレー」への経費支援など、コロナ禍の中での学生の健康、学びや研究の糧となる支援を行っていて、これらは来年度も継続して参ります。

				一方で、同窓生を対象とした懇親会やパーティ等の交流活動への助成については、コロナ禍のために申請が少なく、ウィズ・コロナの中であってもオンラインや対面で同窓生の皆様が顔を合わせる機会が増えることを願っています。是非、この助成をご活用下さい。

				1976年に設立した母校も2026年に50周年を迎えます。大学では開学50周年記念事業を予定されていて、同窓会もこれを機に同窓生の皆様の結束を強める活動を行いたいと考えています。

				大きな転換を迫られる時代にあって、同窓会が同窓生の力を合わせるプラットホームとなれるよう、また皆様のご活躍を祈念し、今後とも同窓会活動へのご協力・ご理解を深くお願いして、挨拶に代えさせて頂きます。

			

		

		
			
				同 窓 会 会 長 挨 拶

				世界が転換する時代に力を合わせて

				旧6系（建設工学系）4期生　若林 亮

				＜株式会社日建設計　デザインフェロー＞
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				NHK学生ロボコン優勝およびABUロボコンへの出場について

				2022シーズン　ロボコン同好会部長　今野 麟太郎

				豊橋技術科学大学同窓会の皆様、この度はロボコン同好会へのご支援、誠にありがとうございました。皆様のご支援のお陰でABUロボコンに出場するロボットを製作することができました。ABUロボコンでは優勝はできなかったものの、技術力が評価され「BEST ENGINEERING AWARD」を獲得することができました。

				学生ロボコンではロボコン同好会としては13年ぶりの優勝をすることができました。実際の大会では、大会前に予想していたような試合展開にはなりませんでした。しかしながら、様々な状況に対応できるようにロボットを製作し、練習を積んできたことが優勝につながったと考えています。また、決勝戦でとった戦略に関して様々な意見が寄せられましたが、優勝したからこそ得られた経験や人とのつながりがありました。この大会を通して、2位じゃだめなこと、勝ちにこだわることの大切さを知ることができました。

				ABUロボコンでは予選敗退という悔しい結果でした。製作したロボットは自分たちが目標としていた性能を満たしており、他国が製作したロボットも想定内の性能でした。しかし、実際の大会では自分たちのミスにより負けてしまいました。敗因としてはロボットの練度不足が考えられます。学生ロボコンではできていた、様々な状況に対応するために必要な練習やロボットの改良を行うことができませんでした。幸運は用意された心にのみ宿るという言葉がありますが、まさにその通り自分たちの努力が足りなかったと痛感させられました。

				今シーズン戦ったメンバーの多くは引退しますが、新しい世代の活動はもう始まっています。

				これからもロボコン同好会の応援よろしくお願いいたします。
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				同窓会の皆様におかれましては、お元気にご活躍のこととお慶び申し上げます。平成22年4月に学部・大学院組織を再編して、5つの系と総合教育院において教育と研究が行われており、旧機械システム工学系（旧1系）および旧生産システム工学系（旧2系）を統合した機械工学系（1系）として活動しております。

				機械工学系の組織は、機械・システムデザインコース、材料・生産加工コース、システム制御・ロボットコース、環境・エネルギーコースの4コースで構成され、計18研究室があります。教員、学生ともにコースに所属する研究室に在籍しております。

				現在、教授16名（兼務教員1名含む）、准教授12名、助教12名の計40名の教員が所属しております。2021年度末には、計測システム研究室の真下 智昭 准教授が岡山大学の教授として異動されました。また、新規採用により、2022年4月には、システム工学研究室に高橋 淳二 准教授、薄膜材料研究室にKhoo Pei Loon 助教、知能材料ロボティクス研究室に比留田 稔樹 助教が着任されました。本年4月には、マイクロ・ナノ機械システム研究室の永井 萌土 准教授がエレクトロニクス先端融合研究所（EIIRIS）の教授（1系兼務）として昇進され、本年10月には、材料機能制御研究室の足立 望 助教が本系の准教授に昇進されました。

				2020 年初頭以降の新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、機械工学課程・専攻の教育ならびに研究活動は、大きな様変わりを見せました。教育活動においては従来からの対面形式からGoogle Classroomなどを用いたon-demand形式や双方向を組み入れたハイブリッド形式の活用が進みました。また、研究活動ではon-line形式を活用した研究報告会などの実施、

			

		

		
			
				テレワークの推進と、本学・本系も大きな変遷の中で柔軟に対応しながら、教育研究活動の質を確保する努力と工夫をしてきました。2022年度に入り、感染拡大防止への配慮をしながら、徐々に対面授業へと移行し、本年10月からは、原則、対面での授業になっております。一方、オンラインでの活動が一般的になってきたことで、新たな試みとして、高専出身の本系の学生と高専の学生さんとのオンラインでの交流会（高専OB・OG訪問オンライン）を始めました。また、本系の学生の活躍を中心に配信する「機械工学系公式Twitter」（https://twitter.com/TUT_kikai）を開設しました。是非、フォローをお願いします。

				このように、本学・本系を取り巻く環境は目まぐるしく変化しておりますが、本系では、今まで以上に社会に貢献できる教育・研究を行うべく一層努力する所存でございます。同窓会の皆様には、引き続きご支援、ご指導を賜りましたら幸いです。末尾ながら、同窓生の皆様の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				学内近況報告

				系長　柴田 隆行
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				教職員紹介（令和４年12月 現在）

				【機械・システムデザインコース】

				
					教　　　　授

				

				
					足立 忠晴、河村 庄造、柴田 隆行、永井 萌土

				

				
					准　教　授

				

				
					安部 洋平、竹市 嘉紀、松原 真己

				

				
					助　　　　教

				

				
					岡本 俊哉、田尻 大樹

				

				【材料・生産加工コース】

				
					教　　　　授

				

				
					伊崎 昌伸、小林 正和、戸髙 義一、三浦 博己

				

				
					准　教　授

				

				
					安井 利明、横山 誠二、足立 望

				

				
					助　　　　教

				

				
					山田 基宏、Khoo Pei Loon

				

				【システム制御・ロボットコース】

				
					教　　　　授

				

				
					内山 直樹、佐藤 海二、高木 賢太郎、髙山 弘太郎

				

				
					准　教　授

				

				
					佐野 滋則、高橋 淳二

				

				
					助　　　　教

				

				
					秋月 拓磨、武田 洸晶、戸田 清太郎、比留田 稔樹

				

				【環境・エネルギーコース 】

				
					教　　　　授

				

				
					飯田 明由、中村 祐二、柳田 秀記、土井 謙太郎

				

				
					准　教　授

				

				
					鈴木 孝司、関下 信正、横山 博史、松岡 常吉

				

				
					助　　　　教

				

				
					岸本 龍典、西川原 理仁、吉永 司、山崎 拓也
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				機械ダイナミクス研究室の近況報告

				田尻 大樹
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				さて研究室の伝統は、懇親会、夏の研究室旅行、開学記念駅伝大会（その他各種スポーツ大会）などのイベントに積極的に参加し、学生が主体となって場を盛り上げることが挙げられます。恒例行事である懇親会と研究室旅行は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて自粛している状況です。一方で駅伝大会は、幸いにも感染拡大が落ち着いたタイミングと重なり、今年(第45回大会)も参加することができました、研究室としての駅伝大会への参加は2008年(第31回大会)からです。毎年複数のチームが参加し、体育会系クラブを含めてもまずまずの成績を収めてきておりましたが、今年は悲願の初優勝を果たすことができました(添付写真)。

				コロナ禍が一日も早く終息することを願い、そして研究室の恒例行事（新歓、年2回の研究報告会の打ち上げ、進路決定、OB会、卒研打ち上げ、新年会、追い出しなど、いろいろな理由を付けて…）が復活し、研究室活動が再び活発になることを願っております。研究室の様子につきましてはホームページ (http://dynaweb.me.tut.ac.jp/) に掲載していきますので、是非ご覧下さい。末筆ながら、卒業生・修了生の皆様のご健康、ご活躍を祈念するとともに、今後とも機械ダイナミクス研究室をご支援下さいますようお願い申し上げます。

			

		

		
			
				卒業生・修了生の皆様方におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。本研究室「機械ダイナミクス研究室」は河村庄造教授が2004年に本学に着任されたときに発足しました。18年の歴史の中で研究室体制は移り変わってきましたが、研究室の理念と伝統は引き継がれてきております、現在の研究室のメンバーは、河村庄造教授、松原真己准教授、田尻大樹助教、湯川治敏教授(協力教員、愛知大学)、博士後期課程1名(社会人)、博士前期課程17名、学部生8名です。 

				研究室では、「振動工学に基づいて持続可能社会の実現に貢献する」を理念としており、振動工学を基礎とした機械・構造物・スポーツ用具などの人工物および身体運動のモデル化、解析、設計に関する教育・研究を行っております。具体的には、身の回りの人工物の振動特性を同定する実験モード解析に関する研究、階層構造物などを対象とした動的設計・評価・診断に関する研究や免振・制振に関する研究、自動車用タイヤを対象としたモデル化・動的解析に関する研究、動的X線CTを利用した減衰材料の評価・モデル化に関する研究、水潤滑静圧軸受の動特性解析に関する研究、姿勢推定技術を利用した身体運動の動作解析に関する研究、各種スポーツ競技場に設置されるサーフェスの衝撃緩衝性の評価に関する研究などです。このように対象物の振動や動作などの動的挙動に注目した研究に取り組んでおります。
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				材料保証研究室の近況報告

				小林 正和
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				の評価手法の開発も行っております。できるだけ、多様な分野の研究者や技術者と新規アイディアに基づく研究や協力的な分野横断の研究できるようにと心がけ、研究室一同が行動しております。詳細につきましては、研究室ホームページ（http://ma.me.tut.ac.jp/）をご覧いただければ幸いです。

				研究室の活動としては、教育研究ばかりではなく、コミュニケーション等を図り、切磋琢磨や相互理解など人間関係も重要と思います。そのような活動についてもご報告したいところですが、ここ2年余り研究室の学生の皆さんとは、歓送迎会、旅行など一緒にする機会を作ることができないといった大変残念な状況が続いております。掲載の4年生配属後の研究室集合写真も皆マスク姿です。近頃は、活発な大学における活動が再開できるように、新型コロナウイルス感染症の拡大もそろそろ完全収束していただきたいと願うばかりであります。徐々にではありますが、web活用中心だった講義が、対面での実施になっていますし、来学規制も概ね無くなっておりますので、卒業生・修了生の皆様には、どうぞご機会を作っていだだき、是非、大学および研究室にお立ち寄りただければと思います。そして、学生・教員との交流を深めていただければ幸いです。卒業生・修了生の皆様におかれましては、引き続き御支援・御指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。末尾ながら、同窓生の皆様の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				本学の卒業性ならびに修了生の皆様におかれましては、ますますご活躍のこととお慶び申し上げます。材料・生産加工コースで主に各種材料の破壊や量子ビームを活用した評価技術についての研究教育を行うことをミッションとして、本年度４月より新設研究室として「材料保証研究室」がスタートしました。一部の同窓会の皆様にはこの研究室名に聞きなじみがあるかも知れません。研究室でカバーする領域を考えたときに適切であるように思えること、加えて、本学でご関係のあった先生方への敬意も含めて、この研究室名とさせていただいております。現在、本研究室は、教授小林正和、助教Pei Loon Khoo、研究員1名、修士2年生3名、修士1年生3名、学部4年生8名の合計17名で研究活動を行っております。

				2020年から続くコロナウイルス感染症の影響下で、感染症対策を行いながら、なかなか十分と言える活動ができていない状況ではありますが、現在、自動車などの輸送機器用のアルミニウム鋳造合金やダイカスト合金に関わる損傷や破壊過程の研究を放射光を活用したマイクロ・トモグラフィやナノ・トモグラフィを使って進めております。もちろん、疲労特性評価や衝撃破壊などについても研究しています。ミクロ組織の損傷や破壊を理解するため、これらのトモグラフィの三次元画像の解析や、三次元画像を利用した有限要素シミュレーションなどを行っております。加えて、Khoo先生を中心に薄膜材料開発やX線等を活用してのそ

			

		

	
		
			
				材料保証研究室の近況報告

				小林 正和
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				自然エネルギー変換科学研究室の近況報告

				宇野 晟生

			

		

		
			
				2023年 第40号 TUT 同窓会報 7

			

		

		
			
				茎摩擦音や、リード式人工声帯を調べております。歯茎摩擦音が物理的にどのように発生するのかを解明、発音障害等の治療への応用を目指しています。リード式人工声帯については、リードの振動と気流、音発声の連成シミュレーションを行い、自励振動による音の発生メカニズムを調査しています。

				その他、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、本研究室では飛沫に関する実験や解析を実施しております。マスクの使い方・飛沫防止効果について報告を挙げていますので御一読いただけると幸いです。また、普段の研究活動においては本学の感染症規制が緩和されることで、自由な行動が可能となってきています。しかしながら新入生歓迎会や忘年会といった行事などには未だ制約があり、すべてが思い通りにならないことへのもどかしさもありました。一日でも早くかつての生活に戻ることができるよう研究に邁進するとともに、私ども含め皆様方が健やかに日々を過ごされることを願っております。

				末筆ながら、卒業生ならびに修了生の皆様方の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				本学の卒業生ならびに修了生の皆様方におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。現在、自然エネルギー変換科学研究室には飯田明由教授、吉永司助教、秘書1名、研究員1名、博士後期課程2名、博士前期課程12名、学部生8名が在籍しております。

				本研究室では流体力学を基礎とした実験や解析を通じて、主に空力騒音、自然エネルギー関連技術、楽器・発音について研究を行っております。

				空力騒音の分野では発生する音の予測や低減手法の開発を行っています。対象としては自動車車内騒音、ファン騒音、キャビティ音などです。例えば自動車車内騒音の場合は流体・車体構造・音波の連成した問題を扱うことで、自動車外部で発生した音波がどのように伝播するか明らかにすることを目的にしています。各自動車部品から発生する音は流れと音の直接計算を用いて、高精度な予測を目指します。

				自然エネルギー関連技術では風車に関する研究をしております。流体解析ソフトウェアFrontFlow/Blue、スーパーコンピュータ富岳を用いて風車周りの高解像度解析を行っており、風車翼による乱流がウインドファームのような後流に設置された風車に与える影響を調べています。

				吹奏楽器においては、吹奏時の圧力抵抗感などの製品性能を向上するために流れと音の直接計算を行い、音の発生や伝播機構を明らかにすることを目的にしています。発声ではサ行/s/や/sh/を発声する際の歯
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				知能材料ロボティクス研究室の近況報告

				高木 賢太郎
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				指の研究室でしたので、後任の私も身の引き締まる思いでおります。研究室名としてシステム制御の名前をそのまま引き継がせていただくことも考えましたが、研究内容を最も反映するのが適切であろうと思い、標記のような研究室名としました。なお、研究にはシステム制御工学が欠かせません、私が学位を取得した研究室（名大・早川義一教授）も制御工学の研究室でした。制御対象としてのセンサ・アクチュエータ材料を伝達関数や状態方程式などの標準的な形式でモデル化し、解析やシミュレーション、制御系設計を行うまでの一連の数理的技法はシステム制御工学の応用そのものです。ということで、当研究室では、システム制御工学の「心」を引継ぎながら、やわらかい知能材料を用いたアクチュエータ・センサの開発、モデル化と制御、そしてロボティクスへの応用を目指します。さらには、知能材料ロボティクス分野を切り拓くために必要な数理工学的な手法を研究し、それがシステム制御工学の学理発展の一助になればと願って研究を進めてまいります。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。

			

		

		
			
				2020年度に教授として着任をいたしました高木と申します。2022年度は、比留田稔樹助教（北大・梶原研から2022年に着任）、温振廷研究員（東北大・小菅・平田研から2022年に着任）、藤田事務補佐員、修士2年生5名、修士1年生8名、学部4年生8名が在籍しています。

				研究室名の「知能材料」とは、”Smart Materials”の和訳であり、外部刺激に応答する材料のことです。たとえば、圧電材料や電場応答性高分子材料があります。研究室では、それらの知能材料をセンサやアクチュエータとして用いて、新たなロボティクス分野を切り拓くことを目指しています。例えば、固体高分子燃料電池にも用いられるイオン交換樹脂膜は、無電解めっきを施すことによって3層構造のアクチュエータとなり、数Vの電圧を加えると水中で大きく屈曲します。また逆に、変形を加えることによって数mVの微小な電圧を生じ、センサとして使うことも可能です。この材料を使うことで、ウェットでやわらかい水中ロボットを作ることができます。他にも、釣糸をねじって作られる人工筋肉や、薄いゴム膜から作られる誘電エラストマーなどについても研究を進めています。

				同窓会のみなさまにおかれましては、「え、そんな研究室あったっけ？」と思われた方も多いのではないかと思います。当研究室の前身はシステム制御研究室（寺嶋一彦教授（現学長）、三好孝典准教授（現長岡技術科学大学教授）、田崎良佑助教（現青山学院大学准教授））であり、卒業生のみなさまにはよくご存知の研究室であったことと存じます。寺嶋研はロボティクスとシステム制御で国内屈
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				着任のごあいさつ

			

		

		
			
				2022年4月に機械工学系のシステム工学研究室の准教授に着任しました高橋淳二と申します。出生から高校までを島根県出雲市で過ごし、大学から名古屋に移り、2010年に名古屋大学にて博士（工）を取得後、筑波大学グローバルCOE研究員、名古屋大学研究員、青山学院大学助教、鹿児島大学准教授を経て現職に就きました。これまでに、複数ロボットの協調制御、生体電位信号を用いた代替インターフェースシステム、産業用マニピュレータによる超精密組み立て、自転車とスマートフォンで路面調査をする参加型センシング、移動体の位置を低コストで実現するサーバ・クライアント型の位置推定システム、などとロボティクスとシステムインテグレーションを中心に様々な研究課題に取り組み解決してきました。

				本学では、システム工学の観点から移動体位置推定の研究を捉えなおし、より広く実世界モデリングの研究として Cyber Physical System の社会実装を目指します。特に、運用コストを低く抑えられるというサーバ・クライアント型位置推定システムの利点を生かし、中小規模の工場や倉庫の自動化に向けた研究に取り組み、また、定位サービスのサブスクリプション提供による人物流分析、移動体のトラッキング、ライフログ、行動変容、EBPM、行動的生体認証による新しいセキュリティサービス、など生活圏での活用も視野に入れ、ロボット技術やIoT技術を広く深く社会に浸透させてゆくことを目指しています。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

			

		

		
			
				機械工学系　准教授　高橋 淳二
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				2022年4月に機械工学系知能材料ロボティクス研究室に助教として着任しました比留田稔樹です。所属研究室の高木賢太郎教授と共にソフトアクチュエータや制御などに関する研究をさせていただいています。

				出身は埼玉県で、学部4年次までは信州大学工学部、修士課程では北海道大学工学院に所属しておりました。大学は異なりますが、それぞれ研究室配属時の研究テーマは柔軟構造物の振動制御に関するものでした。修士課程修了後は一度就職し、鉄道会社にて車両修繕管理業務や車両設計業務を担当しており、工業を様々な視点から見つめる機会となりました。業務を遂行していく中で振動に関する問題にも多く触れることがあり、その分野に関わる専門性をさらに深め、広く社会に貢献できる形にしたいと考え、退職して北海道大学工学院博士後期課程へ入学しました。博士後期課程ではソフトアクチュエータを適用した振動制御手法を提案し、柔軟構造物や曲面形状を有する構造物に生じる振動を抑制することに成功しています。また、対象の振動を励起させてその特性を解析する研究も行っており、ソフトアクチュエータを応用することで青果物の振動特性を解析し、その硬さを評価できることを実証しました。

				ソフトアクチュエータを振動に適用した研究はまだ基礎的な段階であり、ロボティクスとの融合や人間に近いところで有効に利用できるものが求められています。豊橋技術科学大学ではこの分野をさらに発展させ、人々に役立てるような成果を生み出したいと考えております。

			

		

		
			
				機械工学系　助教　比留田 稔樹
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				学内近況報告

				准教授　河村 剛
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				れぞれ材料エレクトロニクス分野と情報通信システム分野の助教を退職されました。一方で、2021年4月1日付けで勝見亮太先生と坂東隆宏先生、Jose Alberto Piedra Lorenzana先生が材料エレクトロニクス分野および機能電気システム分野、集積電子システム分野の助教として、2022年9月1日付けでXun Shao先生が情報通信システム分野の准教授として、それぞれ着任されました。また、河野剛士先生と高橋一浩先生が、それぞれ2022年1月1日付けおよび2022年4月1日付けで集積電子システムコースの准教授からエレクトロニクス先端融合研究所の教授（集積電子システムコースの教授も兼務）に昇進されました。2022年度4月1日付けで稲田亮史先生と田村昌也先生が、それぞれ機能電気システム分野および情報通信システム分野の准教授から同分野の教授に昇進されました。2022年9月1日付けで山根啓輔先生が集積電子システム分野の助教から准教授に昇進されました。さらに、高専・両技科大間教員交流制度により、沖縄工業高等専門学校から藤井知教授が赴任されています。

				以上が、電気・電子情報工学系の2021年度の近況報告です。さて、2022年度においては“withコロナ時代”に向けて、本系でも新たな人材育成、教育研究の取り組みが必要になります。今後とも、本系教職員一同今まで以上に精進し、社会に貢献できる人材育成、教育研究活動を行っていきますので、同窓生の皆様には引き続きのご支援とご指導を賜れば幸いです。

			

		

		
			
				卒業生・修了生の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。2019年末から続く新型コロナウイルス感染症に関しては、本学も多くの影響を受けておりますが、徐々に対面でのイベントなども増えてきております。講義や実験だけでなく、大学紹介やオープンキャンパスなどについても、完全オンラインで実施する経験を得たことで、オンラインの良い面を残しつつ、必要な部分は対面に戻すといった“withコロナ”を意識した活動にシフトしてきております。私自身も、出張時や講義欠席者への補講をオンラインやオンデマンド資料で行うなど、効率的な活動が実践できつつあります。災い転じて福となすを実践できるよう、引き続き教職員一同努力を続けていきます。

				2021年度も電気・電子情報工学系に80名を超える新しい学生達が入学、編入してきました。また、教員に関するご報告の一つとして、八井崇教授が情報通信に係わる優れた業績を挙げたとして、第20回ドコモ・モバイル・サイエンス賞の基礎科学部門優秀賞を受賞しました。この他にも、多数の教員・学生が研究に係わる賞を受賞しております。本系研究者・学生の活躍を謹んでご報告させて頂きます。

				次に、2021年度の先生方の異動についてご報告させて頂きます。まず、2022年４月1日付けで、若原昭浩先生が２系を離れ、本学の理事・副学長になられました。また、後藤太一先生と宮路祐一先生が、そ
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				教職員紹介（令和４年12月 現在）

				【材料エレクトロニクス分野】

				
					教　　　　授

				

				
					松田 厚範、内田 裕久、八井 崇、武藤 浩行*1

					Lim Pang Boey*2

				

				
					准　教　授

				

				
					服部 敏明、中村 雄一、河村 剛、加藤 亮*3

				

				
					助　　　　教

				

				
					引間 和浩、勝見 亮太

				

				【機能電気システム分野】

				
					教　　　　授

				

				
					伊穂積 直裕、滝川 浩史、稲田 亮史

				

				
					准　教　授

				

				
					村上 義信

				

				
					講　　　　師

				

				
					針谷 達

				

				
					助　　　　教

				

				
					川島 朋裕、坂東 隆宏

				

				【集積電子システム分野】

				
					教　　　　授

				

				
					澤田 和明、石川 靖彦、岡田 浩*1、河野 剛士*4

					高橋 一浩*4

				

				
					准　教　授

				

				
					関口 寛人、山根 啓輔、野田 俊彦*4

				

				
					助　　　　教

				

				
					崔 容俊、Piedra Lorenzana José Alberto

				

				【情報通信システム分野 】

				
					教　　　　授

				

				
					市川 周一、上原 秀幸、田村 昌也

				

				
					准　教　授

				

				
					竹内 啓悟、Xun Shao

				

				
					技術専門職員

				

				
					日比 美彦、飛沢 健、赤井 大輔

				

			

		

		
			
				*1総合教育員、*2グローバル工学教育推進機構、*3教育研究基盤センター、

				*4エレクトロニクス先端融合研究所

			

		

		
			
				2023年 第40号 TUT 同窓会報 11

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				専用計算システム研究室（市川研究室）

				小倉 幹也
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				について研究を進めてきました。特に近年では、応用先としてセキュリティ分野を重視しており、論理回路の知的財産権保護や、セキュリティ技術の基礎となる乱数生成技術などを研究しています。2010年以前に（旧・知識情報工学系で）研究していた並列処理・高性能計算技術についても、細々とではありますが研究を継続しています。

				本研究室のメンバーおよび卒論・修論のテーマは、研究室のWWWページにてご覧いただけます。URLはhttp://www.ccs.ee.tut.ac.jp/ich/　です。また最新の研究室紹介や発表論文は、市川先生のWWWページにて公開されております。そちらも併せてご覧いただけますと幸いです。

				本研究室では、昨今のコロナ禍の状況を鑑み、例年開催していました歓迎会、歓送会は自粛しております。来年度こそはコロナ禍が収束し、是非とも開催したいものです。研究活動については、実験を主軸としていないこともあり、影響は軽微です。

				市川教授は5年後に定年を迎える予定ですので、研究室も2027年度をもって営業終了（？）となります。残る5年間、有終の美を飾れるよう、研究室一同励んでいきたいと思います。

				最後になりましたが、諸先輩方の今後の更なるご活躍とご健康を研究室一同、心よりお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				卒業生・修了生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。皆様におかれましては、ますますご健勝にてご活躍のことと存じます。

				専用計算システム研究室は、2010年度の学内再編に伴い市川周一先生（当時は准教授）が旧・知識情報工学系から電気・電子情報工学系に異動になって創設されました。以来、情報通信システム分野の教育・研究の一翼を担い、今日に至ります。

				2013年4月には藤枝直輝先生を助教として迎え、専用計算回路やFPGA応用を中心とした研究を進めてまいりました。藤枝先生は2017年4月に愛知工業大学工学部電気学科・准教授として御栄転されましたが、その後も2022年に至るまで当研究室と共同研究を続けておられます。

				また、当研究室は高専との共同研究も続けてきました。2014年度には旭川高専の松岡俊佑先生（当時は助教）が人事交流制度を利用して滞在され、超音波測位の研究を中心に活動されました。2015年度に旭川高専に帰任されてからも、真性乱数生成回路などの共同研究を進めておられます。

				沖縄高専との共同研究も長く続いており、山田親稔先生や宮城桂先生の研究室と交流が続いています。共同研究内容は幅広く様々ですが、沖縄で開催される次世代産業システム研究会に参加することが恒例化しています。

				本研究室では、特定応用を高速化する専用計算システムや、応用に特化した計算システム・組込みシステム

			

		

		
			
				ある日のゼミ
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				先生方の熱心なご指導のもと、各グループの学生が注力して研究に取り組みながら不断に成果を上げており、国内外から高い評価を頂いております。学会活動はコロナ渦でオンラインでの開催が続いておりましたが、本年度からようやく対面での開催も再開され始め現地開催の意義を改めて実感しております。こうして研究成果を世の中に情報発信できるのも、これまで卒業生・修了生の皆様が発展させてきた研究内容が基盤となっていると考えています。心から感謝し、日々精進して参ります。

				研究室の行事としましては、毎年恒例のスキー旅行や新歓、追いコン、BBQなどのイベントをしています。多くの学生が所属しており、研究グループの垣根を越えて大いに盛り上がっています。一昨年から続くコロナ渦での影響で、多くの行事の開催が困難でした。コロナの終息と今後はこのような行事が増えることを願っています。

				豊橋にお近づきの際には、お気軽に研究室へとお立ち寄りください。研究室一同心よりお待ちしております。最後になりましたが、諸先輩方のさらなるご活躍とご健康を研究室一同心よりお祈りしております。

			

		

		
			
				卒業生・修了生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。皆様におかれましては、それぞれの職場で大いにご活躍されていることと存じます。現在、本研究室は澤田和明教授、高橋一浩教授、野田俊彦准教授、崔容俊助教のもと、博士学生3人、修士学生21名、学部生12名、研究員6人の計46名で日々研究に励んでおります。

				近年注目されているIoTなどのイノベーションの影響により、世界の半導体業界は拡大を続けています。これらは多数のセンサが必要となるため、半導体の需要が増え、非常に注目されています。本研究室では、半導体微細加工技術で病気の診断や脳科学・生命科学に貢献できる研究を行っており、主に以下の8つのテーマを中心とした研究に取り組んでいます。

				①	高精細イオンイメージセンサ

				②	神経伝達物質イメージセンサ

				③	フィルタフリー蛍光センサ

				④	細菌検出センサ

				⑤	光干渉MEMSバイオセンサ

				⑥	MEMS可変カラーフィルタ

				⑦	超高感度MEMS共振型センサ

				⑧	マルチモーダルセンサ
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				集積化バイオセンサ （澤田研究室）

				間所 麻衣
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				学内近況報告

				系長　北岡 教英
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				されます。青野先生には今後は特任教授として、医療画像処理の研究に従事していただくことになりました。

				2020年に開始された、東フィンランド大学、フランスのジャン・モネ大学、ベルギーのKUルーヴェン大学と本学による「近未来クロスリアリティ技術をけん引する光イメージング情報学国際収支プログラム（IMLEX）」では、一期生が修了しました。新型コロナウィルスの影響で渡航することはできずオンラインでの留学となりましたが、本学参加者7名、海外の参加者8名が無事、修了しました。二期生たちはいよいよ渡航が叶うこととなりました。また、本系では毎年、ICAICTAという国際会議を、インドネシアのバンドン工科大学らと共同で開催してきましたが、ここ2年は新型コロナウィルスの影響でオンライン開催にせざるを得ない状態でした。しかし今年度は、少人数ながらインドネシアからの出席者を迎え、豊橋を拠点にハイブリッド開催することができました。新型コロナウィルスは本系の国際活動にも影を落としていましたが、本格的に活動が再開できる見通しも立ってきたように思います。

				こうしてみると、このパンデミックを通して世界の見え方が一変したかのように思います。ある意味で、完全に元には戻らないのかもしれません。しかしこうした生活様式が変容するべき時代にも適応できたのは、情報技術があったからこそだと思います。時代に合った、時代の先を行く人材育成・教育研究を行っていく所存です。同窓生のみなさまには引き続きご支援・ご指導を賜りますよう切にお願い申し上げます。

			

		

		
			
				同窓生のみなさまには、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

				近年、高等専門学校生からの編入学者や1年次入学者の進学希望先として、情報・知能工学課程を希望してくれる方がとても多くなっており、学部生の定員を上回る人たちが入ってくれています。人工知能・データサイエンスをはじめとする情報技術が多くの分野で必要とされる今日において、とても喜ばしいことと思います。

				情報・知能工学系の各研究室や講義などの活動は、これまで新型コロナウィルスの影響を大きく受けて、オンラインでの実施が大半を占めてきました。まだ本当の終息は見えてきてはいない今日ですが、国内での様々な行動制限が撤廃されてきた流れを受けて、こうした活動も対面で実施されるようになってきており、マスクを着用していることを除けばだいぶ以前の様子を取り戻しつつあると言えます。キャンパスや、本系が入るC棟やF棟にも賑わいが戻ってきているように感じます。教員も国内外への出張が戻りつつあり、一方でオンラインが定着してきたところもあり、会議はオンラインが一般的になり、これらが相まって忙しい日々を送っています。

				本年度も教員の異動がありました。2022年4月には、川端明生教授が着任されました。NTTネットワークサービスシステム研究所の所長を務められた方で、企業での研究・研究マネージメントという貴重な体験を本学での教育に活かしていただけるものと期待されます。また、EIIRISに着任された垣内洋平教授が本系の兼任教員になられました。知能ロボティクスの研究をけん引していただけるものと期待します。また、若林佑幸助教が北岡の研究室に、中井雄士助教が鈴木幸太郎教授の研究室に着任されました。若い研究力が加わり、心強く思います。また学生たちに近い存在として、教育にも力を発揮していただきたいと思います。さらに、高専交流人事として、北九州高専から豊永憲治准教授が2年間着任されています。2023年3月末に青野雅樹教授が定年退職
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				教職員一覧及び学生現員（2022年11月現在）

				【計算機数理科学分野（Computer & Mathematical Sciences）】

				
					氏　名

				

				
					職　名

				

				
					専門分野

				

				
					鈴木 幸太郎

				

				
					教授

				

				
					情報セキュリティ

				

				
					藤戸 敏弘

				

				
					教授

				

				
					計算機科学

				

				
					川端 明生

				

				
					教授

				

				
					情報ネットワーク

				

				
					河合 和久

				

				
					准教授

				

				
					コンピュータサイエンス

				

				
					栗田 典之

				

				
					准教授

				

				
					量子生物学、計算科学、ドラッグデザイン

				

				
					佐藤 幸紀

				

				
					准教授

				

				
					計算機アーキテクチャ、計算機システム、ソフトウェア性能工学

				

				
					豊永 憲治

				

				
					准教授

				

				
					グラフスペクトル理論

				

				
					相田 　慎

				

				
					助教

				

				
					計算量理論

				

				
					中井 雄士

				

				
					助教

				

				
					情報セキュリティ、暗号理論

				

				
					後藤 仁志

				

				
					教 授（情メ)

				

				
					計算化学、ハイパフォーマンスコンピューティング

				

				
					五十幡 康弘

				

				
					准教授（情メ)

				

				
					計算化学、量子化学、理論化学

				

				
					中村 純哉

				

				
					准教授（情メ)

				

				
					分散アルゴリズム、分散システム、耐故障

				

				
					原田 耕治

				

				
					准教授（IT)

				

				
					数理生物学、ウイルス学、複雑系科学

				

				【データ情報学分野（Data Informatics）】

				
					氏　名

				

				
					職　名

				

				
					専門分野

				

				
					青野 雅樹

				

				
					教授

				

				
					情報検索、データマイニング

				

				
					梅村 恭司

				

				
					教授

				

				
					情報工学

				

				
					北岡 教英

				

				
					教授

				

				
					音声情報処理

				

				
					秋葉 友良

				

				
					准教授

				

				
					知能情報学

				

				
					渡辺 一帆

				

				
					准教授

				

				
					統計的学習理論、機械学習

				

				
					浅川 徹也

				

				
					助教

				

				
					深層学習、情報検索、異常検知

				

				
					廣中 詩織

				

				
					助教

				

				
					ソーシャルネットワーク分析、計算社会科学

				

				
					若林 佑幸

				

				
					助教

				

				
					音響信号処理

				

				
					土屋 雅稔

				

				
					准教授（情メ)

				

				
					自然言語処理、応用情報システム（情報メディア基盤センター 兼任）

				

				【ヒューマン・ブレイン情報学分野（Human & Brain Informatics）】

				
					氏　名

				

				
					職　名

				

				
					専門分野

				

				
					中内 茂樹

				

				
					教授

				

				
					知覚認知情報学

				

				
					北崎 充晃

				

				
					教授

				

				
					心理物理学、認知神経学

				

				
					南　 哲人

				

				
					教授

				

				
					認知神経科学

				

				
					福村 直博

				

				
					准教授

				

				
					計算論的神経科学

				

				
					村越 一支

				

				
					准教授

				

				
					計算知能

				

				
					杉本 俊二

				

				
					助教

				

				
					神経科学

				

				
					上田 祥代

				

				
					助教

				

				
					知覚心理学、認知科学

				

				
					日根 恭子

				

				
					助教

				

				
					認知科学、視覚科学

				

				
					田村 秀希

				

				
					助教

				

				
					視覚科学、感性情報学

				

				
					松井 淑恵

				

				
					教　授（EIIRIS)

				

				
					聴覚心理学、音楽心理学、演奏科学

				

				
					鯉田 孝和

				

				
					准教授（EIIRIS)

				

				
					視覚神経科学

				

				【メディア・ロボット情報学分野 （Media Informatics & Robotics） 】

				
					氏　名

				

				
					職　名

				

				
					専門分野

				

				
					岡田 美智男

				

				
					教授

				

				
					認知科学・社会的ロボティクス

				

				
					栗山　 繁

				

				
					教授

				

				
					画像／映像／ＣＧ関連メディア、イメージセンサ通信、知的照明

				

				
					三浦　 純

				

				
					教授

				

				
					知能ロボティクス

				

				
					金澤　 靖

				

				
					准教授

				

				
					コンピュータビジョン､画像処理

				

				
					菅谷 保之

				

				
					准教授

				

				
					コンピュータビジョン

				

				
					大村　 廉

				

				
					准教授

				

				
					ユビキタス・コンピューティング、システムソフトウェア

				

				
					長谷川 孔明

				

				
					助教

				

				
					ヒューマンエージェントインタラクション

				

				
					林 宏太郎

				

				
					助教

				

				
					ヒューマンロボットインタラクション、認知科学、社会学

				

				
					垣内 洋平

				

				
					教　授（EIIRIS)

				

				
					ロボットシステム、ヒューマノイドロボット

				

				
					大島 直樹

				

				
					講　師（EIIRIS)

				

				
					ヒューマンロボットインタラクション、ヒューマンエージェントインタラクション

				

				
					【事務関係】

					事務職員：原　 紘子（Ｃ棟事務室）佐藤 静香、山本 沙愛、滝川 陽子（Ｆ棟事務室）

					技術職員：小西 和孝

				

				
					【学生現員】

					学　　部：1年次 25名、2年次 36名、3年次 99名、4年次 115名

					博士前期：1年次 81名、2年次 105名

					博士後期：21名
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				2022年4月にエレクトロニクス先端融合研究所およびに情報・知能工学系に着任いたしました垣内洋平と申します。社会人を経験してから2012年に学位を取得し、東京大学にて特任教員をしておりました。

				私の専門はロボットシステムになります。ロボットはハードウェア、制御、認識・知能等の多岐にわたる要素を高度に統合することで動作・作業を実現することができます。実現した機能が社会で使われるようになるために、ソフトウェア的な基盤と接続できるようにすることで、アプリケーションとしてシステム化する手法の研究が必要になります。具体的には、2足歩行ロボットの環境に応じた歩行方法や家事支援ロボット等の認識と運動をシステムとして統合して、実機のロボット用いて評価を行う研究を続けてきました。

				本学に着任してから、ロボットのような情報システム機器を用いた自動化省力化技術について、情報リテラシーの次に必要となる研究者素養として、学生や社会人への教育を行うための教材開発と講義の設計を行っております。この教育を通じて、社会に役立つロボットの構成方法についての再確認を行い、問題を解決するロボットシステムを作り出すシステム構築という新たな方法論についても研究を進めていこうと考えております。

				このように、教育と研究を通じて、情報学・システム学の知見を使い、ロボットを用いることでより暮らしやすい社会の実現へ貢献してゆきたいと考えております。
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				2022年４月に情報・知能工学系の教授に着任しました川端明生です。前職は、ＮＴＴ研究所でネットワーク装置の開発をしておりました。開発一筋で、ＮＴＴ西日本やＮＴＴドコモなどのサービス提供会社の方々や、装置を開発してくれるＮＥＣ、富士通、シスコシステムズなどのメーカの方々と方式検討や装置の検証を行っておりました。大学では、情報・知能工学系に「情報ネットワーク研究室」を新設させていただき、情報処理システムとネットワークを融合した研究課題に取り組みます。携帯電話サービス、Web会議、ネットワークゲーム、農業、交通など様々なＩｏＴ（Internet of Things)アプリケーション等のネットワークサービスは、ネットワークを介して提供され、ネットワークを介して情報処理されます。コンピュータ間を接続するネットワーク、ユーザとコンピュータをつなぐネットワークは、広い意味で情報処理システムの一部と言えます。また、ネットワークサービスでは、大容量で低遅延な操作を実現する快適性、場所を選ばず利用できる利便性、セキュリティリスクを気にせず利用できる安全性は、様々なサービスに共通に求められる要件です。コンピュータは高性能化し、ネットワークも高速化する時代に、「情報ネットワーク研究室」では、ネットワークを情報処理システムの一部と捉えて、これらの快適性、利便性、安全性を実現するための情報処理システムの研究課題に取り組みます。

			

		

		
			
				情報・知能工学系　教授　川端 明生

			

		

		
			
				情報・知能工学系　教授　垣内 洋平

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				着任のごあいさつ

			

		

		
			
				16 2023年 第40号 TUT 同窓会報

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				2022年4月に、情報・知能工学系情報セキュリティ研究室に助教として着任いたしました中井雄士（なかいたけし）と申します。出身は東京都東村山市です。電気通信大学大学院博士前期課程を修了後、SCSK株式会社での三年間の就業を経て、2021年3月に電気通信大学大学院博士後期課程で博士（工学）の学位を取得しました。その後、同大学でポスドク研究員として1年間勤務した後、本学に着任いたしました。

				専門分野は情報セキュリティを理論の面から支える暗号理論です。特にデータを暗号化したまま計算処理することを目的とした秘密計算技術に注力して研究しております。通常の暗号化方式では暗号化されたデータに関する情報を一切得られず計算処理できないことから、計算をする過程でそのデータを一度復号して平文の状態に戻す必要があります。しかし、この方法にはデータの漏洩リスクが生じます。秘密計算はこの問題を解決し、データのプライバシー保護と有効活用を両立する技術として近年注目されています。また、最近ではビットコインやイーサリアムに代表される暗号通貨にも興味を持ち研究に取り組んでおります。

				今後は自身がこれまでに学んできた知見を活かし、研究はもちろんのこと学生の教育にも邁進していく所存です。教育においては学問を学ぶことの楽しさを伝えることを重要視し、学生が主体性をもって考え意見を発言しやすい環境を構築することを心掛けます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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				2022年2月に助教として着任した廣中です。その前からも特任として在籍していました。2021年3月に本学で博士の学位を取得しました。豊橋へ来たのは学部3年に高専から編入してきたときなので、豊橋の生活はもう9年になります。そのため、豊橋へ来た当初のフレッシュな気持ちはもう忘れてしまっているかもしれません。教員として学生指導などに関わるようになってからは新鮮なことが多く、また新たな経験を積ませてもらっています。

				わたしはソーシャルメディアデータを使って、ユーザ行動やソーシャルグラフについて研究しています。オンラインデータを人間の行動や社会の分析に役立てたり、国や文化によるユーザ行動の違いを調べたりなど、目に見えないものをデータでとらえ、明らかにすることに興味があります。これからもおもしろい研究をやっていけたらと思っています。どうぞよろしくお願いします。

			

		

		
			
				情報・知能工学系　助教　廣中 詩織

			

		

		
			
				情報・知能工学系　助教　中井 雄士
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				2022年4月付けで、情報・知能工学系音声言語処理研究室（北岡研究室）に助教として着任いたしました若林佑幸（わかばやしゆうこう）と申します。出身は京都府で、大阪大学大学院博士前期課程を修了後、ローム株式会社での二年間の就業、京都大学情報メディアセンターでの研究員として二年間の就業を経て、2017年9月に立命館大学大学院博士後期課程で博士（工学）の学位を取得しました。その後、立命館大学・名古屋大学でのポスドク研究員と並行して、東京都立大学の特任助教として2018年4月から4年間勤務した後、本学に着任いたしました。専門分野は信号処理で、特に音声・音楽などの音響信号を対象にし、信号を加工したり情報を抽出したりすることがテーマとなります。近年身近になったスマートスピーカやスマートフォンなどに搭載されている音響処理技術である雑音除去・音源分離・音源定位等が応用例に挙げられます。企業での勤務時には半導体チップの開発が業務でしたが、それ以外では音響信号処理に関する研究に従事しています。幸運なことに様々な研究機関において多くの先生方・学生達と議論してきており、人間関係も築いてこれました。これからも自身の研究を推進することは勿論のこと、配属研究室でも学生の主体性をはぐくむような指導を行い、学生と共にさらに成長していきたいと思っております。授業に対しても、学生の理解の助けとなるようにできる限り嚙み砕き、授業を展開していく所存です。皆様には、今後ともご指導、ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。
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				情報・知能工学系　助教　若林 佑幸
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				計算機数理科学分野

				石田 好輝

			

		

		
			
				渡辺助手、2代目の原田助教の助けをかり2人3脚ならぬ5人６脚で行いました。一緒に行った学生さんも今では高専や大学、企業で活躍されており、当方もご一緒できたことは光栄であり感謝の気持ちで一杯です。

				国際的には、本学着任以前はCMUなど米国の研究者と研究が多かったのですが、本学着任後は、UKの研究者と毎年、国際会議で特別セッションを行ったり、ドイツのTUDの研究者と共同プロジェクトを行ったり、ベトナムやインドネシアの博士課程、修士課程の留学生と共同研究を行ったり、国際会議ICAICTAへ参加する機会もいただきました。

				現在、世界を席巻するAI技術は神経系に学んだAIですが、当方がまだ入り口にすら立てていない免疫系に学んだAIは多様性と共生に基づくものです。（詳細は、拙著 Immunity-Based SystemsとSelf-Repair Networks）対比的に述べると、どちらが優れているかという議論に陥りやすいのですが、生物個体でみるように脳神経系と免疫系は異なる役割をもちつつ、個体の生存のために互いに欠くべからざる相互依存のシステムです。

				いままさに地球、世界、情報技術科学の転換点です。コロナパンデミックやデジタル化はそれを一層加速しています。本学が技術科学研究教育のさらなる拠点となることを信じております。みなさんのご多幸とご活躍を祈っております。

			

		

		
			
				京都、奈良と関西から、日本の技術科学教育の最高峰、本学へ移り、気が付いたら25年がたち定年を迎えます。少年時代から人工知能の研究を目指し55年、いまだ入口にさえ立てていない気持ちです。思えば、数理工学での取り組みから、システム科学のアプローチに転換し、さらに生命に学んだ複雑系のアプローチで免疫系に基づくAIをサンタフェ研究所で研究していた時、本学の知識情報工学系（旧7系）にご縁をいただきました。再編後は情報・知能工学系（現3系）として情報工学系（旧4系）も含めより多くの教員、学生さんとご一緒できる機会に恵まれました。この25年は振り返れば、同僚の研究者、研究室の学生、高専連携プロジェクトでの高専の教員、学生さんなどと一緒に走った、というより、進歩の早い情報技術になんとかついていこうとした25年です。最近は足を引っ張ってばかりなので、また基礎、理論、思考実験にもどって離散系科学も視野におき、多様性と安定性に軸を置いた研究を行っていこうと愚考しております。

				振り返れば、この25年間やってこられたのは、本当に同僚教員、事務方職員、とくに学生さんには教えることより学んだことのほうが多く、感謝と尊敬の念しかありません。 高専連携プロジェクトで多くの高専教員や高専学生さんと「ネットワーク衛星工房」、SSHで高校教員や学生さんと「ダイアグラム視覚化道場」を行う機会を得ました。衛星・宇宙分野は今後の日本産業の再興のキーになりうる分野で、センサー技術、AI技術、自律ロボット技術など総動員して行うべき分野であると今でも信じています。「ダイアグラム視覚化道場」は理系離れの進む少子化世代に、離散系科学の重要性をまさに視覚的に体得してもらいたいと行いました。これらはSystems Ai研究室（旧　システム科学研究室）の学生さんと一緒に、また当研究室の初代助手、
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				行動知能システム学研究室の近況報告

				博士3年　松崎 成道

			

		

		
			
				従来本研究室では夏季休業中の研究室旅行など、時期ごとに様々なイベントを催していたのですが、昨今のコロナウイルス感染症の流行により、ここ数年ことごとく中止になっていました。今年は感染対策が緩和され、弊学サカキパークの使用が解禁されたため、数年ぶりに研究室でのバーベキューを行いました。現在所属するM2以下の学生たちはコロナ以前のイベントに参加したことがなく、これが彼らにとっての初めてのイベントであったこともあり、大いに盛り上がりました。本研究室に約7年所属する筆者としては、長い時間を経て学生や教職員が集まるイベントに再び参加できたことに感慨もひとしおでした。今後はこのような活気ある大学生活が戻ることを願うばかりです。

				また、昨年はオンラインでの研究室OB会を行い、研究室創設時のOBから在学生に至るまで多くの方のご参加を賜りました。実際に開催地に赴く面倒がなく、存外に良い試みだったのではないかと思います。昨年の開催から時間が経ってしまいましたが、ぜひ第2回以降も開催したいと考えているところです。

				卒業生、修了生の皆様におかれましては日々ご多忙のこととは存じますが、近くにお越しの際はぜひお立ち寄りいただけますと幸いです。研究室一同お待ち申し上げております。

				末筆ではございますが、皆様のご多幸とますますのご活躍をお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				卒業生、修了生の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

				本稿では行動知能システム学研究室の近況についてご報告いたします。

				今年度は、三浦純教授のもと総勢36名（助教: 1名、秘書: 2名、研究員: 2名、博士: 3名、修士: 18名、学部: 8名、研究生: 2名）のメンバーで活動しています。近年は、ダブルディグリープログラムおよび留学プログラムIMLEXの履修生や、海外大学に籍を置きながら本研究室で研究を行う研究生など計10名の海外留学生を擁し、国際色豊かな研究室になっています。また、4名の日本人学生が上記プログラムを通じて海外留学中です。

				本研究室では、複雑な環境下で自律的な行動を行う知能ロボットの研究を行っています。研究テーマは、種々のセンサを用いた環境認識、自律移動と自己位置推定といった自律移動ロボットの基礎的な技術から、家庭用サービスロボットの行動計画と知識管理、深層学習に基づく自動運転、人とロボットが共に生きることを目指したヒューマン・ロボットインタラクション（HRI）など多岐にわたります。生活支援ロボットHSRや自動車椅子Whillなどのロボットを用いて、実世界で動作するロボットシステムの研究・開発を日々行っています。

				本稿の執筆時（2022年12月）は学部4年と修士2年の研究が佳境を迎え、連日廊下や屋外など研究室周りの至るところでロボットが動いているところを目にします。卒業生、修了生の皆様も、かつての研究の日々が懐かしく感じられるのではないでしょうか。
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				画像情報メディア研究室の近況報告

				修士2年　山林 央樹 

			

		

		
			
				が、残念ながらコロナ禍で見送る形となりました。 

				このような状況下でも日々の研究活動が行えることに我々は、心から感謝致しますとともに、より一層、この研究室が活躍できますよう日々努めて参りたいと存じます。末筆ながら、皆様方の今後の更なるご活躍とご健康を研究室一同、心よりお祈りしています。

			

		

		
			
				卒業生・修了生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。皆様におかれましては、日々ご健勝のことと思います。 

				さて、本稿では画像情報メディア研究室の近況を簡単にではありますが、ご報告いたします。現在、本研究室は菅谷准教授指導のもと、学部生 5 人、博士前期課程の学生 6 人で日々研究に勤しんでおります。本研究室は、カメラ画像から物体の 3 次元モデルを生成する 3 次元復元や、現実世界と CG 映像を相互に干渉しあう MR 技術など、カメラ幾何に関連する分野における様々な問題に取り組んでいます。新型コロナウイルス感染の影響で従来通りの研究活動を行うことが困難な時期もありましたが、今年度に入り、感染拡大にも落ち着きが見られ、対面とオンラインの両方で活発に研究を進めております。 

				近年は研究室として、360 度カメラを用いた自由視点映像の作成に関する研究に重点的に取り組んでおります。自由視点映像の作成はオンラインでのキャンパスツアーに有効な技術であり、このコロナ渦において大変注目されています。この問題に対して、画像からの 3次元復元や、カメラ姿勢の推定方法など、研究室で培ってきたノウハウを生かして課題解決に臨んでいます。また、従来より取り組んでいた点特徴量および線特徴量を用いたカメラ姿勢推定に関する研究や、深層学習を用いた画像生成に関する研究などについても、さらなる精度向上を目指して引き続き取り組んでおります。 

				例年開催していたボウリング大会や OB 会などです
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				学内近況報告

				系長　齊戸 美弘

			

		

		
			
				前号までの同窓会報でも、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の本系への影響についてお伝えしましたが、昨冬以降、感染対策を講じた上で、対面での講義や学会活動などが再開されています。オンライン講義を併用しながらではありますが、徐々に新型コロナウイルス感染症拡大以前の教育・研究活動に戻りつつあります。例年12月に行われる学部4年生の卒業研究発表会は、2020年および2021年にはオンラインで実施いたしましたが、2022年度は対面形式で実施し、活発な議論がなされました。一方で、本稿執筆時点において、感染者数が再び増加する傾向が見られており、2023年1月から始まる実務訓練などへの影響を危惧しております。今後も感染状況やそれに伴う教育・研究環境の変化に対して、迅速かつ柔軟に対応して参ります。

				以上、応用化学・生命工学系の近況をご報告いたしました。最新の情報は本学ホームページ (https://www.tut.ac.jp/)あるいは、応用化学・生命工学系ホームページ (https://chem.tut.ac.jp/)をご覧ください。今後とも本系教職員一同、これまで以上に社会に貢献できる教育・研究を行うべく、より一層努力してゆく所存です。同窓生の皆様におかれましては、応用化学・生命工学系の教育・研究活動に引き続きご支援とご鞭撻をよろしくお願いいたします。末筆ながら、同窓生の皆様の益々のご活躍とご健康をお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				本学卒業生・修了生の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと存じます。応用化学・生命工学系の近況についてご報告いたします。

				最初に、前号の同窓会報以降の応用化学・生命工学系の教員の異動についてお伝えいたします。岩佐精二教授が2022年3月末に定年退職されました。岩佐先生は1997年末に旧物質工学系に着任され、長きにわたり有機合成化学の教育・研究にご尽力くださいました。広瀬侑助教が2022年4月に准教授へと昇任されました。昇任後は、ゲノム光生物学研究室を主宰して教育・研究に従事されているほか、系の運営にも尽力いただいています。生命機能科学研究室の吉田祥子講師は2022年10月1日付けで本系を離れられ、本学ダイバーシティ推進センター専任の教授として着任されました。吉田先生には異動後も本系の兼務教員をお願いしています。一方で、大変残念なことですが、本系教授の辻秀人先生におかれましては、2022年12月15日に61歳の若さで急逝されました。辻先生は旧技術開発センター (現在の教育研究基盤センター)に着任され、その後、旧エコロジー工学系に異動されて以来、長きにわたり高分子材料の教育・研究にご尽力くださいました。その卓越した研究業績については皆様もご存じだと思います。ここに心よりご冥福をお祈り申し上げます。

				令和4年度より、系長が小職、副系長が高島和則教授および水嶋生智教授の2名で、応用化学・生命工学系の運営を担当しています。本系に所属する教員は、分子制御化学、分子機能化学、分子生物化学の各分野で引き続き活発な教育・研究活動を行なっています。現在の研究室一覧および教員配置は、別表をご参照ください。
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				教職員一覧及び学生現員（2023年1月現在）

				【分子制御化学分野】

				
					機能性界面科学研究室

				

				
					松本 明彦　教授　

				

				
					マイクロ分離科学研究室

				

				
					齊戸 美弘　教授

					中神 光喜　助教

				

				
					超分子化学研究室

				

				
					吉田 絵里　准教授

				

				
					機能性高分子化学研究室

				

				
					原口 直樹　准教授

				

				【分子機能化学分野】

				
					機能触媒システム工学研究室

				

				
					水嶋 生智　教授

					佐藤 裕久　助教

					大北 博宣　助手　

				

				
					反応エネルギー工学研究室

				

				
					小口 達夫　准教授

				

				
					高分子材料工学研究室

				

				
					荒川 優樹　助教

				

				【分子生物化学分野】

				
					分子遺伝学研究室

				

				
					浴 俊彦　教授

				

				
					反応性プラズマ科学研究室

				

				
					高島 和則　教授

				

				
					遺伝子工学研究室

				

				
					田中 照通　准教授

				

				
					界面物理化学研究室

				

				
					手老 龍吾　准教授

				

				
					分子細胞生物工学研究室

				

				
					栗田 弘史　准教授

				

				
					ゲノム光生物学研究室

				

				
					広瀬 侑　准教授

				

				
					藤澤 郁英　助手

				

				【兼務教員 (EIIRIS戦略)】

				
					エレクトロニクス先端融合研究所

				

				
					有機反応化学研究室

				

				
					柴富 一孝　教授

				

				
					【兼務教員】

					
						エレクトロニクス先端融合研究所

					

					
						バイオセンシング応用研究室

					

					
						田中 三郎　教授

					

					
						エレクトロニクス先端融合研究所

					

					
						光センシング応用研究室

					

					
						有吉 誠一郎　准教授

					

					
						エレクトロニクス先端融合研究所

					

					
						生体機能制御工学研究室

					

					
						沼野 利佳　教授

					

					
						エレクトロニクス先端融合研究所

					

					
						応用共生学研究室

					

					
						中鉢 淳　准教授

					

					
						教育研究基盤センター

					

					
						無機材料研究室

					

					
						中野 裕美　教授

					

					
						ダイバーシティ推進センター

					

					
						生命機能科学研究室

					

					
						吉田 祥子　教授

					

					
						学生支援センター

					

					
						資源循環工学研究室

					

					
						大門 裕之　教授

					

					
						建築・都市システム学系

					

					
						大気・熱環境システム研究室

					

					
						東海林 孝幸　講師

					

				

			

		

		
			
				【応用化学・生命工学系事務室】　河合 充代 (B棟)　横井 妙 (G棟)
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				有機化学の射程

				岩佐 精二

			

		

		
			
				は多くの留学生が配属され研究を推進してくれて感謝いたします。同時に研究室から先方の大学や研究機関と交流協定を締結し、インターンシップやセミナー開催の際に受け入れていただき感謝いたします。30年以上前のアメリカでの経験や着任してからの交流が今も継続していることを嬉しく思います。震災で原子炉が破壊された時、海外からの移住の打診は心に響くものがありました。

				専門分野の有機化学は、研究課題の創造と実践においてその射程は、環境科学、農芸科学、センサー技術、分子生物学、抗体工学などの広汎な分野に関与できると認識するようになりました。一方でビッグデータは整いつつありますが、特に有機合成におけるAI化は遅々として進んでいない現況があります。なぜなら失敗したデータは世に出ないからです。情報がないのです。負の情報は、ほぼ完全に沈黙し、情報として問われる機会がほとんどありません。今後、情報革命の推進力を利用して時代と共に進化していくことを期待しています。

				今思うことは、私には特に人的ネットワークがありませんでしたし、求めてもいませんでしたが国境や人種を超えて行く先々で卓越した英知や科学哲学との邂逅は、僥倖としか言いようがありませんでした。

				最後に、COVID-19パンデミックの中、その収束に予断を許さない現況ではありますが出現した環境はリアルであり受け入れ、対応していくしかありません。この時、あらゆる階層で技術科学の力が問われます。皆様におかれましては益々のご活躍を祈念しております。

				ありがとうございました。

			

		

		
			
				2022年3月末日の定年退職の区切りに際し、多くの俊英と巡り合い、支えられて研究と教育に携わることができたことを、この場をお借りして感謝を申し上げます。

				振り返ると、学位を取得後、オハイオ州立大学で若き俊英、Prof. V. H. Rawal先生と天然物合成研究を共にし、その後、シカゴ大学からのオファーを受け一緒にシカゴに移りました。気がついたら合わせて5年弱がすぎていました。さらに野依良治先生からオファーをいただきERATOプロジェクトに参画しました。プロジェクト終了後、1997年末に本学に着任し西山久雄先生と共に分子触媒の研究と研究室運営を進めてきました。本学に着任後、多くの国内外の教員、研究者、学生、事務の方々の誠意と支援を得て有機化学分野の研究と教育を微力ながら推進することができました。感謝を申し上げます。

				基礎研究では医薬品や農薬の合成に重要な新規の分子触媒（Ru-Pheox）を創出し、市販されるに至り、また国内外の企業や大学研究者によって利用され論文や特許に発表されるようになりました。応用研究ではELISA法とイムノクロマト法による残留農薬検査キットの開発（知の拠点、愛知県）、天然物関連ではベトナムの樹木からの抽出、精製 (AUN-SeedNet、JICA)などでいずれも工業化することができました。教育、人材育成分野ではJENESYS2009-2010、さくらサイエンスプロジェクト、生命環境工学技術者育成プログラム、エレクトロニクス先端融合技術若手研究者育成プログラムなどのプロジェクトを通じて科学への知的好奇心や自己実現に向けた一助となればと思い実施に関与させていただきました。また国際交流の観点からは、研究室に
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				退職教員より
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				※ この原稿は大学広報誌「天伯」No. 153 （オンライン第35号）に掲載されたものをご本人の了承を得て転載したものである。
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				Prof. Rawal先生を招待

			

		

		
			
				ラオス国立大学にて
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				ゲノム光生物学研究室の近況報告

				博士前期課程2年　大津 卓人

			

		

		
			
				卒業生・修了生の皆様におかれましては、ますますご繁栄のことと心よりお喜び申し上げます。さて、本稿では、豊橋技術科学大学応用化学・生命工学系のゲノム光生物学研究室についてご紹介いたします。本研究室は、分子遺伝学研室 (浴俊彦教授研究室)の広瀬侑助教の准教授昇任に伴いまして、本年度より新しくスタートした研究室です。広瀬先生から指導受けていた修士学生2名と、今年度より新たに配属された修士学生1名、学部学生2名の計5名の学生でスタートしました。今では、装置の引っ越しなども一段落し、本格的に研究活動を始めることができています。

				当研究室では、光合成を行うシアノバクテリアや真核藻類を研究材料として、基礎から応用までの幅広い研究テーマに取り組んでいます。例えば、シアノバクテリアが様々な色の光を感知する仕組みを、光受容タンパク質の構造機能解析を通じて明らかにしています。また、シアノバクテリアの光合成の集光アンテナの構造が、環境条件に応じてどのように調節されるのか、その分子機構の多様性を解明する研究も行っております。最近では、光合成によってガソリン・軽油・重油に相当する石油を合成することができるハプト藻類に着目し、その石油の合成機構を明らかにするための研究を行っています。最後に、次世代DNAシーケンサーを用いた分析によって船舶に付着した微生物叢を解析し、汚れの付きにくい船底塗料を選定する手法の確立にも取り組んでいます。

			

		

		
			
				本年度になり、新型コロナウィルス感染拡大防止に関する規制が徐々に解除され、対面での研究室セミナーが開催できるようになるなど、従来通りの研究活動がようやく戻ってきたように感じられます。また、学会発表もオンライン開催中心から現地での対面開催へと移行しつつあり、研究成果の発信やディスカッションにも積極的に取り組んでおります。卒業生、修了生の皆様方におかれましては、豊橋へお越しになる機会がございましたら是非とも本学にお立ち寄りください、心よりお待ちしております。末筆ながら、皆様の今後のさらなるご活躍をお祈り申し上げます。
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				26 2023年 第40号 TUT 同窓会報

			

		

		
			
				同窓生の皆様におかれましては、ますます御活躍のこととお慶び申し上げます。令和４年度から２年間の任期で系長を務めています三浦から近況報告いたします。

				新型コロナウィルス感染症が猛威を振るい始めてから３年が経過するところですが、社会活動が正常化するのには今少しかかりそうです。人が密集する教育現場である大学では、この一年ようやく落ち着きを取り戻しつつあります。本年度前期からは対面授業と遠隔授業を併用して授業を進めてきましたが、後期からは対面授業を主体とする以前の授業風景を取り戻しています。教員の在宅勤務制度も解除されました。フルサイズで実施できずにWeb上で行ってきた卒論や修論等の発表会ですが、昨年末には、以前のように階段教室に集まって卒論発表会を開催できましたし、年度末のプロジェクト研究と修論の発表会も対面で復活開催できそうです。ほとんどの学生が学内で参加した実務訓練ですが、今年は多くの学生が以前のように自治体や企業でOBの方々にお世話になることも叶っています。学内の講堂を利用したりしてこぢんまりと開催してきた卒業式と入学式も、これからはアイプラザに会場を戻して盛大に挙行できそうです。昨年度はほとんど海外出張することができずに研究活動が大きく制約されてきましたが、本年度は海外出張の件数も以前の半分以上に戻り、グローバルな活動ができつつあります。研究室内の活動も以前のレベルに戻り、系内のソフトボール大会・懇親会を復活させたことも、おおらかなコミュニケーションを取り戻す明るい兆しです。

				一連のコロナ禍において、少なくない数の学生が深刻な悩みを抱えたこともあり、コミュニ―ションの重要性が身に染みました。同時に、全ての学生と教職員に直前に配布されていたGoogleアカウントを活用することによって比較的スムーズに適応できたことで、IT技術の効果と重要性を体験することができました。また、不測の事態を乗り切るためには、旺盛な想像力をもっ

			

		

		
			
				てマネジメント能力を磨いておくことの必要性も痛感できました。これらの教訓は、想定されている南海トラフ地震への対応に向けて研究を社会へ実装するという我々の使命を遂行するために大きなプラスとしなければなりません。

				今年度、本系で学んでいる学生は、学部175名（うち女子53名、留学生21名）、大学院博士前期課程106名（うち女子19名、留学生18名）、博士後期課程16名（うち女子5名、留学生11名）（いずれも10月1日現在）となっています。建設分野への社会的ニーズは依然として高く、建築・都市システム学系への人気も高い傾向にあります。また、海外の留学生からの関心も高く、コロナ禍により少し人数が減少した留学生の数も回復し、グローバル大学として、日本人学生にとっても望ましい学習や研究の環境保たれています。 

				教職員の動静としては、４月に松本幸大先生が教授として学内のエレクトロニクス先端融合研究所(EIIRIS)へ移られ、本系を兼任されています。新任教員として、環境系に田島昌樹先生を教授に、構造系に仲田章太郎先生を助教に迎えしました。また、年度内の予定としては、松尾幸二郎先生と島﨑康弘先生にテニュアの資格が授与され、さらに活動範囲を広げられることが決まっています。教授9名、准教授8名、講師1名、助教8名、技術専門職員2名、事務職員4名（令和４年10月現在）の体制となっています。 

				末筆ながら、同窓生の皆様の益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

			

		

		
			
				学内近況報告

				系長　三浦 均也
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				教職員一覧及び学生現員（令和４年10月現在）

				【建築・都市デザイン学分野】

				
					職　名

				

				
					氏　名

				

				
					教授

				

				
					齊藤 大樹、中澤 祥二（副系長）、松島 史朗、田島 昌樹（新任）

					浅野 純一郎（副系長）、中森 康之（兼任）、松本 幸大（兼任）

				

				
					准教授

				

				
					松井 智哉、島﨑 康弘、水谷 晃啓、小野 悠

				

				
					助　教

				

				
					瀧内 雄二、仲田 章太郎（新任）、袁 継輝、坪井 志郎

				

				【都市・地域マネジメント学分野】

				
					職　名

				

				
					氏　名

				

				
					教授

				

				
					三浦 均也（系長）、井上 隆信、加藤 茂

					渋澤 博幸、高山 弘太朗（兼任）

				

				
					准教授

				

				
					松田 達也、横田 久里子、杉木 直、松尾 幸二郎

				

				
					講　師

				

				
					東海林 孝幸

				

				
					助　教

				

				
					内藤 直人、豊田 将也、ｸﾞｴﾝ･ﾐﾝ･ｷﾞｮｸ、崔 明姫

				

				【両分野】

				
					職　名

				

				
					氏　名

				

				
					 技術専門職員

				

				
					片岡 三枝子、金田 隆文
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				2022年4月に建築・都市システム学系に着任いたしました田島昌樹です。建築環境工学の分野で、特に建築の換気環境や室内温熱環境の評価に関する研究を行っています。これら研究ではエネルギー消費量削減の視点もくわえ、省エネルギー基準や自立循環型住宅に関するプロジェクトなどに参画して参りました。これからは学内の皆様との連携により深化した評価方法につなげたいと考えております。今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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				2022年4月に建築・都市システム学系の助教に着任しました仲田章太郎です。専門分野は建築構造で、これまでに被災した体育館の早期復旧を目的とした補修法に関する研究を行ってきました。本学では、今後起こりうる南海トラフ地震がもたらす被害を最小限に抑える研究として、鋼部材の補強・補修や構造ヘルスモニタリングに関する研究を行います。また、本学での教育にも貢献できるよう頑張っていきますので、よろしくお願い致します。

			

		

		
			
				建築・都市システム学系　助教　仲田 章太郎（なかだ しょうたろう）

			

		

		
			
				建築・都市システム学系　教授　田島 昌樹（たじま まさき）
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				水環境保全工学研究室の近況報告

				助教　NGUYEN MINH NGOC（グエン・ミン・ギョク）

			

		

		
			
				同窓生の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

				水環境保全工学研究室には2022年12月現在、博士後期課程2名、 博士前期課程5名（M2：3名＆M1：2名）、学部四年生5名が配属されており、短期国際交流プログラムの留学生として4名が加わり、井上隆信教授と横田久里子准教授とともに研究に励んでおります。本研究室ではアフガニスタン、バングラデシュ、インドネシア、マレーシア、ベトナムなどの国々から来られて国際性は非常に高いです。皆さん自国の文化を紹介しながらお互いのことを理解しあって、仲良くやっています。

				先ず、研究内容についてご紹介します。本研究室では水環境を保全するために、多方面で工学的に水の事をアプローチし、フィールド調査、定性定量分析、水質シミュレーションまで実施しております。詳細としては、東三河地方に流れる河川水系と流域における重金属や栄養塩等の年間の流出負荷量と流出特性の動態解明に関する研究と、ダムを建設することにより豊川水系の環境影響の評価研究に加え、超音波抽出を用いてより迅速かつ正確に生物利用可能性リンを定量する手法の研究開発をしております。それからIoTs応用のスマートメータの導入により水道の配水中の残留塩素濃度減少量を評価する研究などの研究にも取り組んでおります。

			

		

		
			
				とにかく水に関わることであれば何でもやる何でもやりたいという研究室です。その成果としては国内・国際学会発表や学術論文の執筆を通して積極的に研究成果を公開しており、2022年度は国際会議にてBest PresenterやThe Best Poster Award などを受賞しました。さらに、話題の河川のプラスチックごみ問題にも挑戦しており、11月5日にInternational Symposium on Plastic Waste Management を主催しました。

				研究活動以外にも恒例行事としてバーベキューが行われています。研究室のメンバーやOB、OGの方々の交流の場になっていますので、ご都合が合えば是非ご参加ください。 それから研究室の先輩後輩の交流する目的として、新入生歓迎会や打ち上げも行っています。その場で色々な意見交換やお互いの事を理解しあって、人と人の距離が縮まります。

				ご多忙やコロナ禍で自由自在に動けない事は存じますが、許される範囲で結構ですので、機会があればぜひ当研究室にお立ち寄りください。研究室一同お待ち申し上げております。最後となりましたが、卒業生・修了生の皆様のご健勝とご活躍をお祈り申し上げますと共に今後とも本研究室にご支援いただきますようお願い申し上げます。

			

		

		
			
				2022年12月時点の研究室メンバー
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				202１～202２年度同窓会事業報告

				1．定例役員会の開催 

				2022年12月末までに計2回の定例役員会（うち1回はメール持ち回り会議）を開催し、事業計画、予算、Web名簿システムの運用、同窓会入会費・終身会費未納学生への対応、困窮状況にある学生の経済的支援、新型コロナウイルス感染者への宿泊・移動支援、会則等の一部改定等に関して話し合いました。第3回役員会は、2023年1月～2023年3月の間に開催予定です。

				役員会議事録は、ホームページ上（http://www.alumni.tut.jp/）にて閲覧できます。

				2．学長との懇談会 

				2022年9月15日にオンライン会議にて学長・執行部メンバーとの臨時懇談会を実施しました。大学からは寺嶋学長、角田理事・副学長、若原理事・副学長、同窓会からは若林会長、高嶋顧問、戸高副会長、稲田副会長、が参加しました。同窓会入会費・終身会費未納学生への催促のための学生メール情報の利用、同窓会寄附金残額の使途、本年度の学生経済支援について意見交換を行いました。

				3．定例総会の開催 

				2022年8月20日に、オンライン会議にて定例総会を開催し、会則等の一部改定、2021年度の事業報告および収支決算報告、ならびに2022年度の事業計画および収支予算案について審議を行いました。その中で、ロボコン同好会に対して世界大会（ABUロボコン）出場に向けて50万円を特別支援すること、困窮学生に対する経済支援経費として150万円を計上することが承認されました。

				　なお、総会の配布資料と議事録は、同窓会ホームページ（http://www.alumni.tut.jp/topics/soukai.html）にて閲覧可能です。

				4．会報の発行 

				　発行が遅れていた同窓会報第40号（本号）を2023年3月に発行し、Web名簿システムを介して同窓生の皆様に会報発行のメール周知を行いました。

				　これまでと同様に、会報は電子化して同窓会ホームページ（http://www.alumni.tut.jp/）にて公開し随時閲覧可能になっています。

				5．同窓会ホームページの刷新およびWeb名簿システムの運用 

				同窓会ホームページにおいて、役員の異動等、総会・役員会の資料掲載、新型コロナウィスル感染対策緊急支援の周知連絡等を含めた更新作業を行いました。また、Web名簿システムにて、新会員の登録・ID/Password発行、既登録会員の情報追加修正、会員登録方法・本人確認などの問合せ対応、同窓会・大学からの一斉メール通知（研究広報誌TUT Research の発行やOPERA webinarの開催案内、豊橋技科大ホームカミングデーの開催案内、等）を行いました。また、名簿システムを共同管理している大学卒業生連携室による卒業・修了生情報の収集・名簿システムへの登録作業完了後に、ID/PWの新規発行と、卒業・修了生への案内メールの送付を行いました。

				以上の名簿システムの管理・運用に係る一連の作業は、事務補佐員が定期的に対応するようにしています。

			

		

		
			
				同窓会事務局より
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				6．同窓会会長賞 

				2022年4月に本学大学院博士前期課程に進学した学部4年次成績優秀者19名に同窓会会長賞を授与しました（学生の選出は各系に一任）。新型コロナウィルスの影響により、2022年3月23日に予定されていた卒業記念パーティーが中止となったため表彰式は行わず、受賞学生には所属系の教員もしくは同窓会役員から賞状・副賞を授与しました。

				7．学生活動への援助 

				　大学学生課との共同で、学生活動援助を2022年度は14団体に行いました。援助を行った課外活動団体の詳細は本文をご覧下さい。

				　加えて、ロボコン同好会に対して、世界大会（ABUロボコン）出場に向けた特別支援として、50万円を追加で助成しました。

				8．学生食堂における学生の食費支援の拡充 

				　大学食堂の朝食について、「めざましごはんプレミアム」として、講義開講期の月曜日と金曜日の朝食経費の一部支援を実施しました。また、通年で水曜日の昼食時に提供する「同窓会カレー」の経費一部支援を実施しました。

				9．大学との連携・協力による新型コロナ緊急学生支援の実施 

				2020年度に「新型コロナウィルス感染症対策緊急募金」に同窓会から寄付した2,000万円を原資とし、うち 500万円を海外からの留学生、及び海外に留学する学生の渡航時隔離滞在費等（本年10月の留学生分を含む）の補助に、また1,500 万円 を新型コロナ緊急学生支援予算に充ててきました。

				2022年4月時点での上記支援予算の残額2,576千円の一部は、大学からのリクエストに従い、TUTグローバルハウスに居住している学生が新型コロナウィルスに感染した際の宿泊・移動支援に充てています。

				10．懇親会、パーティー等交流活動開催の助成 

				学同窓生が参加する懇親会、パーティー等の交流活動を支援しています。

				2022年度に開催された懇親会1件に対して助成を行いました。詳細は本文をご覧下さい。

				　なお、同窓生支援事業の詳細・申請方法はホームページ上（http://www.alumni.tut.jp/） に掲載されていますので、

				是非ご覧下さい。

			

		

	
		
			
				予算

				
					■ 収入の部

				

				
					入会金（440名×5,000）

				

				
					2,200,000

				

				
					会費（440名×10,000）

				

				
					4,400,000

				

				
					預金利息

				

				
					500

				

				
					2021年度収入計

				

				
					6,600,500

				

				
					2020年度からの繰越金※

				

				
					47,550,808

				

				
					合　　　計

				

				
					54,151,308

				

			

		

		
			
				決算

				
					■ 収入の部

				

				
					入会金（342名×5,000）

				

				
					1,710,000

				

				
					会費（342名×10,000）

				

				
					3,420,000

				

				
					預金利息

				

				
					349

				

				
					郵便普通

				

				
					90 

				

				
					銀行普通（三井住友）1

				

				
					61

				

				
					銀行普通（三井住友）2

				

				
					120

				

				
					銀行定期（三井住友）

				

				
					78

				

				
					2021年度収入計

				

				
					5,130,349

				

				
					2020年度からの繰越金

				

				
					47,550,808

				

				
					　合　　　計

				

				
					52,681,157
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				2021年度　技科大同窓会決算報告

			

		

	
		
			
				予算

				
					■ 支出の部

				

				
					会報No.38、39経費

				

				
					600,000

				

				
					役員経費

				

				
					130,000

				

				
					庶務経費

				

				
					150,000

				

				
					卒業記念パーティ援助金

				

				
					250,000

				

				
					学生課外活動援助金

				

				
					500,000

				

				
					同窓生懇親会開催援助

				

				
					500,000

				

				
					各系・国内支部・海外同窓会・HCD・豊彩会等活動支援経費

				

				
					1,000,000

				

				
					同窓会Web名簿システム管理・運用費

				

				
					880,000

				

				
					同窓会会長賞経費

				

				
					400,000

				

				
					「めざましご飯」支援経費

				

				
					640,000

				

				
					新型コロナウイルス感染症対策緊急援助金

				

				
					 5,000,00

				

				
					2021年度支出計

				

				
					10,050,000

				

				
					2022年度への繰越金

				

				
					44,101,308

				

				
					合　　　計

				

				
					54,151,308

				

			

		

		
			
				決算

				
					■ 支出の部

				

				
					会報No.38経費

				

				
					258,000

				

				
					会報No.39経費

				

				
					216,200

				

				
					役員経費

				

				
					オンライン開催が多いため、振込支払いとし2022年度会計で処理

				

				
					0

				

				
					庶務経費

				

				
					24,835

				

				
					 

				

				
					各種振込手数料

				

				
					6,325

				

				
					郵便局振替口座手数料

				

				
					5,610

				

				
					入会案内書類一式印刷費

				

				
					9,900

				

				
					会計監査作業謝金（中澤先生）

				

				
					3,000

				

				
					卒業記念パーティ援助金

				

				
					学友会・卒業記念品の経費支援（パーティー支援代替）

				

				
					250,000

				

				
					学生活動援助金

				

				
					467,828

				

				
					同窓生懇親会開催援助

				

				
					11,330

				

				
					福本昌宏先生御退職記念祝賀会　バーチャルスペースツール

				

				
					11,330

				

				
					各系・国内支部・海外同窓会・HCD・豊彩会等活動支援経費

				

				
					134,020

				

				
					ホームカミングデー2021司会者手配料

				

				
					132,000

				

				
					ホームカミングデー若林会長交通費

				

				
					2,020

				

				
					同窓会Web名簿システム経費

				

				
					513,560

				

				
					会員管理システム利用料（2021年度の半額分（大学との折半））

				

				
					274,560

				

				
					事務補佐員名簿システム管理業務補助費

				

				
					239,000

				

				
					同窓会会長賞経費

				

				
					395,043

				

				
					賞状及び筒費

				

				
					15,043

				

				
					副賞費（¥20,000×19名）

				

				
					380,000

				

				
					「めざましご飯」支援経費

				

				
					2021.4.～2022.3

				

				
					980,000

				

				
					「同窓会カレー」支援経費

				

				
					2021.10.～2022.3

				

				
					161,721

				

				
					新型コロナウイルス感染症対策緊急援助金

				

				
					0

				

				
					10周年催事用積立金

				

				
					1,000,000

				

				
					2021年度支出計

				

				
					4,412,537

				

				
					2022年度への繰越金(A)

				

				
					48,268,620

				

				
					合　　　計

				

				
					52,681,157

				

			

		

		
			
				
					三井住友（普通）①

				

				
					2022年5月1日

				

				
					6,740,877

				

				
					三井住友（普通）②

				

				
					2022年4月1日

				

				
					11,944,963

				

				
					→うち、10周年催事用積立金（実際には使用していないため、マイナス計上）

				

				
					-1,000,000

				

				
					三井住友（定期）

				

				
					2022年4月1日

				

				
					4,575,434

				

				
					郵便局振替

				

				
					2021年10月1日

				

				
					15,293,299

				

				
					郵便

				

				
					2022年4月1日

				

				
					10,699,395

				

				
					現金

				

				
					2022年4月1日

				

				
					14,652

				

				
					合計（B）

				

				
					48,268,620

				

				
					(A)-(B)

				

				
					0

				

			

		

		
			
				※2018年2月より役員手当は1,000円/時間とし、学外から来られる同窓会役員には交通費を支払うこととした。 

				※2021年度より、繰越金が出た場合、100万円を上限として、10周年毎の記念催事への積立金とする。
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					■ 収入

				

				
					項　　　　目

				

				
					金　　　額（円）

				

				
					入会金（5000円×440人）

				

				
					¥2,200,000 

				

				
					会費（10000円×440人）

				

				
					¥4,400,000

				

				
					預金利息

				

				
					¥500

				

				
					2022年度収入計

				

				
					¥6,600,500

				

				
					 

				

				
					2021年度からの繰越金

				

				
					¥48,268,620

				

				
					合　　　　計

				

				
					¥54,869,120

				

				
					■ 支出

				

				
					項　　　　目

				

				
					金　　　額（円）

				

				
					同窓会報No.40経費

				

				
					¥250,000

				

				
					 

				

				
					役員経費

				

				
					¥50,000

				

				
					庶務経費

				

				
					¥50,000

				

				
					卒業記念パーティ援助金

				

				
					¥250,000

				

				
					学生課外活動援助金

				

				
					¥1,000,000 

				

				
					　　学生課外活動援助金（学生課を通した例年の支援

				

				
					¥500,000 

				

				
					　　ロボコン同好会世界大会（ABUロボコン）出場特別支援

				

				
					¥500,000

				

				
					同窓生懇親会開催援助

				

				
					¥500,000 

				

				
					各系・国内支部・海外同窓会・豊彩会等活動支援経費

				

				
					¥500,000

				

				
					 

				

				
					システム管理・事務経費

				

				
					¥574,560

				

				
					　　システム管理・運用費

				

				
					¥274,560

				

				
					　　事務補佐員業務補助費

				

				
					¥300,000

				

				
					同窓会会長賞経費（賞状＋副賞）

				

				
					¥400,000

				

				
					「めざましごはんプレミアム」支援経費

				

				
					¥1,300,000

				

				
					「同窓会カレー」支援経費

				

				
					¥400,000

				

				
					困窮学生に対する支援金

				

				
					¥1,500,000

				

				
					予備費

				

				
					0

				

				
					2022度支出計

				

				
					¥6,774,560

				

				
					2023年度への繰越金

				

				
					¥48,094,560

				

				
					 

				

				
					合　　　　計

				

				
					¥54,869,120

				

			

		

		
			
				2022年度　技科大同窓会予算
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				2021年度 豊橋技術科学大学同窓会会長賞

			

		

		
			
				開学40周年記念同窓会事業の一つとして、研究者・技術者としての更なる飛躍が期待される学生を支援することを目的として、2016年度に同窓会会長賞を新設しました。実施5年目となる2020年度について、2021年4月に本学大学院博士前期課程に進学する学部4年次成績優秀者19名を表彰しました（表彰学生の選出は各系に一任）。

				
					所属課程

				

				
					表彰学生※

				

				
					機械工学課程

				

				
					土本 力、吉田 索、Joshua Tiong Sieu Khai、赤松 駿、

					William Leonard Liem、 藤田 優也

				

				
					電気・電子情報工学課程

				

				
					山本 優太、大平 瑞季、大塚 惇平、長岡 巧

				

				
					情報・知能工学課程

				

				
					泉 壮洋、鶴田 拓磨、三上 有祐、原口 岳丸

				

				
					環境・生命工学課程

				

				
					小池 真央、谷井 智春、白川 典輝

				

				
					建築・都市システム学課程

				

				
					SOR SOMETA、井上 晴世

				

			

		

		
			
				新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2022年3月23日に予定されていた卒業記念パーティーが中止となり、パーティー冒頭での表彰式も残念ながら取り止めとなりました。このため、受賞学生への賞状と副賞は、各系教員もしくは同窓会役員から授与しました。本表彰制度は、同窓会による学生支援活動の一つとして、今後も継続して実施します。

			

		

		
			
				中澤副系長　（左）SOMETAさん、（右）井上さん

			

		

		
			
				※各課程の学生数を考慮して表彰学生数を決めているため、課程間で受賞人数差があります。

			

		

		
			
				機械工学系受賞者

			

		

		
			
				電気・電子情報工学系受賞者
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				建築・都市システム学系受賞者
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				情報・知能工学課程 3年　江幡 壮馬

				顧問教員：機械工学系 准教授　松原 真己

				部員数：学部 18名、大学院 6名

				この度は私ども総合文化部をご支援いただき、誠にありがとうございます。総合文化部は、写真部門、レゴ部門、音楽技術部門の3つの部門に分かれており、それぞれの特色を活かした活動を行っております。この度のご支援は、私が所属する音楽技術部門の活動に充てさせていただきます。

				総合文化部音楽技術部門は、機材を用いて音楽を途切れることなく流すことで場の雰囲気を作る「DJ」を中心に、学内で音楽イベントの開催を行っております。DJの他にも、楽曲制作、音響・機材の研究、照明・映像パフォーマンスの研究、イベントの運営を各部員が分担して行い、より良い音楽イベントを目指して日々活動を行っております。3年ぶりに対面で開催された学祭では、音楽イベント開催に加え、メインステージでのDJパフォーマンスを行い、本サークルや音楽の魅力を広めることができました。今後も、より良い音楽イベントを目指して積極的に活動を行ってまいります。また、感染症による活動制限の撤廃後には、学外イベントへの参加や他大学サークルとの交流会を検討しております。

				この度の支援により私どもは、プロジェクターを導入させていただきました。このプロジェクターは、音楽イベントでの照明・映像パフォーマンスで使用しております。音楽という聴覚的要素に加え、照明・映像といった視覚的要素を組み合わせることで、イベント会場の雰囲気を飛躍的に向上させることができました。実際に、学祭で開催した音楽イベントでは、プロジェクターを用いた映像演出に対して観客から高い評価を得ることができました。音楽イベントを盛り上げるために各部員が率先して活動を行うことは、将来のための貴重な経験になると信じております。今後とも私どもをご支援いただけますと幸いです。

			

		

		
			
				情報・知能工学課程 3年　服部 大生

				顧問教員：情報・知能工学系 教授　三浦 純部員数：学部 42名、大学院 13名

				この度は、JAZZ研究会をご支援いただき誠にありがとうございます。この場お借りして、厚く御礼申し上げます。

				本サークルは、ジャズをはじめとした音楽を通じて、演奏や鑑賞を楽しむサークルです。今年度は主に新入生歓迎会や技科大祭、部内ライブでの学内演奏を実施してまいりました。コロナによって数年開催できていなかった技科大祭において、ライブ演奏やステージ演奏を行えたことを部員一同非常に嬉しく思います。今年度は新入生が非常に多く入部したこともあり、先輩による楽器の演奏指導や、楽譜の読み方等の指導など、初心者に寄り添った活動を精力的に行っております。

				今般ご支援いただいた経費では、新たにアルトサックスを一台購入させていただきました。ジャズにとってアルトサックスはなくてはならないものであります。といいますのも、伸びやかで美しい音を出しながらも、色気をたっぷりに演奏できるアルトサックスという楽器は、ジャズという音楽に非常に適しており、欠かせない楽器の一つです。

				このアルトサックスを購入してから、多くのイベントにて演奏させていただいております。特に技科大祭のステージ演奏ではこの楽器の持ち味を最大限に生かした演奏をすることができ、多くの聴衆からお褒めの言葉をいただきました。

				今後も部員一同、より良い演奏をイベントにて行い、聴衆にジャズの魅力を伝えられるように努力してまいりますので、今後ともご支援いただければ幸いに存じます。

			

		

		
			
				学生活動への援助報告

				現在同窓会では、同窓会活動の活性化・効率化を目的に大学との連携強化を進めております。その一環として、2006 年度より大学運営委員会の一つである学生生活委員会と共同で「課外活動活性化経費援助」を行っています。同窓会では会員の皆様のご理解、ご協力を賜りながら、今後も学生活動に対して積極的な援助を続けたいと考えています。

			

		

		
			
				総合文化部

			

		

		
			
				Jazz研究会
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				硬式テニス部

			

		

		
			
				留学生スポーツクラブ

			

		

		
			
				応用化学・生命工学課程 3年　藤田 雄也

				顧問教員：電気・電子情報工学系 教授　滝川 浩史

				部員数：学部 25名、大学院 10名

				この度は、我々硬式テニス部に対してご支援いただき、誠にありがとうございます。部員一同、心より感謝申し上げます。

				硬式テニス部は毎週月曜日と水曜日に活動しており、初心者から経験者まで楽しんで日々練習に励んでいます。活動は基本的な球出し練習やサーブ練習を行い、その後はダブルスなどの実践形式を中心に行っています。

				今年度は東海地区国立大学体育大会の会場校であり、我々も同大会に参加しました。勝利した試合もありましたが、結果は1回戦敗退となり5位で終えました。

				また、前年度に引き続き東海学生テニス連盟のリーグ戦に参加しました。コロナの影響で中止になった試合はあるものの、リーグ残留という結果になりました。対外試合をすることで日々の練習に対する目標を定めることができるので来年度も積極的に参加しようと考えております。

				今回のご支援により、弊部はテニスボールを購入させていただきました。これにより、常に良い状態のボールで練習することができ、質の高い練習を行うことが可能となりました。

				今部活動を行うことが出来ているのは皆様のご支援あってのことと考えています。重ね重ねお礼申し上げます。今後ともご支援のほどよろしくお願い致します。

			

		

		
			
				電気・電子情報工学課程 2年　HOANG NGOC HUNG

				顧問教員：機械工学系 准教授　竹市 嘉紀

				部員数：学部 40名、大学院 13名

				この度は留学スポーツクラブへ課外活動活性化経費を援助していただき、誠にありがとうございます。

				留学生スポーツクラブは「国から離れている技科大に在学中の留学生と日本学生の皆さんを集めて、スポーツや課外活動各種（BBQ、文化交流、運動会、紅葉会など）を通して、一週間の勉強、研究から解放され、一緒に体を動かせ、一緒に笑え」という方針で設立されました。年々に渡って、ベトナム、マレシーア、インドネシア、メキシコなどの留学生たちと日本人学生たちの心安いスポーツ交流場になりました。

				しかし、上記の方針で実施するために、スポーツ用具が必要となります。新しいスポーツ用具の購入必要が生じたことのため、2022年度課外活動活性化経費を申請することにしました。採用が決定してくださったことは、大変大きな支援となりました。

				新しいスポーツ用具を留学生スポーツクラブ倉庫にきちんと保管し、練習に使用します。国際交流活動をさらに深め、設立から述べた方針の通りに、もっともっとイベントや大会を行い、留学生と日本学生たちの精神生活を充実できるように支えていきます。

				これからも一つ一つの練習を大切にしながら精進して参りますので、今後ともご支援のほど、よろしくお願い申し上げますまた。また、お時間があれば、ぜひ留学生スポーツクラブへお越し、一緒にスポーツを交流しましょう。

			

		

		
			
				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				
					[image: ]
				

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				38 2023年 第40号 TUT 同窓会報

			

		

		
			
				博士前期 1年　小林 温斗

				顧問教員：機械工学系 准教授　竹市 嘉紀

				部員数：学部 1名、大学院 7名

				この度は、私たち水泳部にご支援いただき、誠にありがとうございます。部員一同、心よりお礼申し上げます。

				現在、私たち水泳部は毎週金曜日に技科大近くにあるリスパ豊橋にて練習を行っています。練習では初心者から上級者までそれぞれに合った練習ができるようにグループごとに分かれ、それぞれで練習メニューを作成し活動をしています。時には、初心者の方に対して泳法を指導し、その方法についても学生同士でディスカッションすることで部全体としての質を高めています。

				ここ数年、コロナ禍等状況もあり思うように練習ができなかったのに加え、東国体、アクアアリーナカップ、インカレなどの大会や記録会が中止となってしまいました。今年度は、感染拡大が落ち着いたことで開催されることとなりましたが、ここで本校のプールにおいて浄化装置が故障してしまい、本シーズンは学内プールでの活動を行うことができなくなってしまいました。リスパ豊橋での練習では入場料がかかることから活動量を制限することとなり満足のいく練習が行えませんでした。しかしながら、この度の課外活動活性化経費をリスパ豊橋での活動に充てさせていただき、これにより今後も継続的な練習が可能となりました。来年度では、大会や記録会などに参加するとともに部員同士で切磋琢磨していきたいと思います。改めまして水泳部一同、お礼申し上げるとともに、今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。

			

		

		
			
				機械工学課程 4年　板垣 光晟

				顧問教員：機械工学系 教授　柳田 秀記

				部員数：学部 9名、大学院 8名

				豊橋技術科学大学 自動車研究部で2023シーズンの部長を務めさせていただく板垣光晟と申します。この度は、弊部へのご支援をいただき誠にありがとうございました．

				自動車研究部は毎年9月に開催される「学生フォーミュラ日本大会」に出場しております。学生フォーミュラとは、学生が自ら車輌を構想・設計・製作することで、ものづくりの総合力を競う大会です。我々は「技術に触れで感じる。」を基本理念に掲げ、講義で学んだ知識・実習で得た技術・困難を解決する知恵、これらを活かし、活動を行っています。弊部は代々新しい技術に挑戦をして参りました。2008年に日本チーム初のカーボンモノコック採用、2013年にカーボンホイールの製作、2018年からカーボンモノコックでのEVクラス参戦など様々な実績を上げており、今後もさらなる挑戦を続けてまいります。

				直近の幣部の活動状況としましては、新型コロナウイルス（Covid-19）の流行により２年間自粛されていた静岡県エコパスタジアムでの現地大会に参戦いたしました。大会では車輌製作が間に合わず走行することができませんでしたが、特別賞として「ベスト三面図賞」「ベストコンポジット賞」を獲得しました。

				今年度の支援金は車輌で使用するベアリングの購入に使用させていただきました。支援金で購入したベアリングが搭載された車輌は、来年の車輌のためのテスト機として現在も活用しております。

				今年度の大会を糧として、来年こそは大会で車輌を走行させ、良い結果を残せるように活動に励んでまいります、今後とも応援の程よろしくお願い申し上げます。
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				機械工学課程 4年　粟倉 萌那

				顧問教員：機械工学系 教授　中村 祐二

				部員数：学部 39名、大学院 9名

				この度は私たちおちゃのかいをご支援いただき、誠にありがとうございます。

				現在、おちゃのかいは毎週火曜日と金曜日に学外から裏千家茶道の先生お二人に起こしいただき、日々お稽古に励んでおります。今回の援助金は先生方への謝礼や、お稽古で使うお道具代に充てさせていただきました。おかげさまで部員一同楽しく茶道を学ぶことができております。

				今年度は徐々に大きな活動も再開しており、昨年度は開催が叶わなかった「ふつうの茶会」を規模は縮小したものの開催することができました。この「ふつうの茶会」は毎年9月に豊橋三の丸会館にておちゃのかいが主催をしている茶会で、今回ははやり病の影響もありOBOGのみの招待でしたが、例年は一般の方も含めた幅広いお客様にお越しいただく1年間で最も大きな行事となっております。部員一同一丸となって日々のお稽古に熱心に取り組んでまいりました。

				日々のお稽古では、近頃の情勢を鑑み換気やマスクの着用はもちろん、新しいお道具やお点前のスタイルを導入して感染症予防に努めております。また、学内でも季節に合わせた茶会や卒業茶会を催し、部員がおもてなしの心を込めたお点前をいたしました。お稽古の中で先生方のお知恵をお借りしながらお互いに技術を高めあい活動をしています。

				最後になりますが、これからもおちゃのかいの伝統を重んじ、多くの方に茶道の世界を楽しんでいただけるように部員一同日々の稽古に励んでいきたいと考えております。今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。

			

		

		
			
				機械工学課程 3年　廣本 一真

				顧問教員：機械工学系 准教授　佐野 滋則

				部員数：学部 27名、大学院 9名

				この度は我々ロボコン同好会に、課外活動活性化経費よりご支援いただき誠にありがとうございます。部員一同心よりお礼申し上げます。

				本ロボコン同好会は「ABUアジア・太平洋ロボットコンテスト」出場と優勝を目指して日々活動しています。今年は国内大会「NHK大学ロボコン2022」で優勝することができ、ABU ROBOCONでは予選敗退してしまいましたが、Best Engineer Awardを受賞しました。来年度こそは、ABUでのリベンジを目指します。

				現在、来年度の「NHK大学ロボコン2023」の出場資格を獲得するために学部生の27名で活動しています。活動はロボットの製作に限らず大学間の技術交流等にも力を注いており、東京大学を始めとした他大学の皆様と技術交流会を行い、9月2日には「東海地区交流ロボコン」にも参加しました。また地域との交流の一環として、子供たちがロボットを身近に体験することを目的として地域イベントにも積極的に参加しています。

				今年度は頂いた経費を、製作物の動作を確認するためのオシロスコープ、またオシロスコープを動作させるための電流プローブの購入に充てさせていただきました。

				今年度の大会は、ロボットによる輪投げという競技内容になっており、ゴムホースの輪を正確に射出できるかどうか、その練度が勝敗を左右します。ご支援を頂いたことを生かせるよう、部員一同精一杯尽力して参ります。今後のロボコン同好会の活躍にご期待ください。
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				機械工学課程 4年　伊藤 英俊

				顧問教員：総合教育院 教授　岡田 浩

				部員数：学部 23名、大学院 12名

				この度は、吹奏楽団をご支援いただき、誠にありがとうございます。団員一同心よりお礼申し上げます。私たち吹奏楽団は現在、35 名で活動しています。

				今年度は、昨年度よりも活動上の制限が少なくなり、コロナ禍前のような練習が少しずつ出来るようになってきました。普段は、平日は講義棟での個人練習やパート練習、土曜日はクラブハウスで合奏を行い、音楽を多くの人に届けるため、日々練習をしています。

				今年度は、新入生歓迎会演奏や愛知大学さんとの合同演奏会など、昨年度できなかったイベントにも参加できるようになりました。そして、吹奏楽団にとって最大のイベントである定期演奏会は3年ぶりに開催することができました。これまで練習した成果をコンサートホールで演奏できたことは貴重な機会であり、とても嬉しく思います。また、3年ぶりの開催にも関わらず、100名を超える地域の方々にご来場くださり、とても感謝しています。昨年度は無観客での開催でしたが、今年度は聴いていただける人がいる、普段と違った緊張感のある演奏ができるいい機会になり、改めて音楽の楽しさを実感できました。

				次のイベントである冬のぷち演奏会では、駅前に来ている方々や、コロナ禍で落ち込んでいる方々を、音楽の力で少しでも勇気づけられたらいいなと思っています。これからも、地元に根差す団をモットーに、練習に励んでいきたいと思います。今後ともご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

			

		

		
			
				情報・知能工学課程 4年　松本 桂明

				顧問教員：機械工学系 准教授　横山 誠二

				部員数：学部 38名、大学院 13名

				今年度、アニメーション＆コミック研究会の活動に御支援頂き、誠にありがとうございます。この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。

				我々アニメーション＆コミック研究会は、横山誠二准教授に顧問を担当していただき、アニメ＆コミックを愛する者たちの集まりとして活動を続けてまいりました。部員数51人、そのうち38人を学部生が占める、比較的「若い」サークルと言えます。

				表現とは愛の発露であると、私は考えます、ゆえに、我々の活動ではイラスト制作に主軸が置かれております。毎週木曜に勉強会を開催し、お互いに切磋琢磨する場を設けているほか、長期休暇やコロナ禍など対面での活動が難しい状況下でも、オンライン上で活動を続けてまいりました。

				我々の活動を皆様にご覧いただく手段として、イベントにも参加させていただいております。その最たるものが、我々が一から作成した「イラスト集」の販売です。今年は技科大祭のほか、同人誌販売イベントである名古屋COMITIAにも参加し、合計で29冊の売り上げを達成いたしました。

				これらの活動は、当サークル所属の部員の努力はもちろん、皆様の支援なくして成しえないものです。例えば、今年ご購入いただいた高性能PCは、近年当たり前になりつつある高度な処理を用いてイラストを制作するためには必要不可欠です。ゆえに、ご支援いただいた同窓会の皆様に深く感謝し、皆様のご期待に添えますよう、今後も当サークルの活動をより良いものとするため尽力いたします。
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				応用化学・生命工学専攻 2年　那須 大翔

				顧問教員：電気・電子情報工学系 教授　澤田 和明

				部員数：学部 10名、大学院 2名

				今年度、硬式野球部の活動をご支援いただき、誠にありがとうございます。私たちは現在12人の部員で活動を行っています。顧問として電気電子情報工学系教授の澤田和明部長と特定准教授の土谷徹監督にご支援・ご指導を頂いております。練習は主に火曜日・木曜日の放課後と土日のどちらかを利用して練習を行っています。

				私たち硬式野球部は愛知大学野球連盟に所属しており、春・秋の年2回のリーグ戦があります。コロナ禍による部員不足もあり現在は大会に参加できていませんが来年に向けて体制を整えている状況でございます。またもう一つの大会である東海地区国立体育大会へも今年度は参加することが出来ませんでしたが、来年度は参加できるように部員達も日々の練習に励んでいます。

				今回ご支援いただいた物品は、ヘルメット5個、ベース１セット、硬式野球ボール（練習用）5ダース、硬式野球用木製バット10本となっており、日々の練習で使用させていただいております。野球のベースにおいては長年の使用から痛んでいたため購入させていただきました。新しいベースで野球の練習を行うことで活気が増しているように感じます。また、ボールやバット、ヘルメットを購入していただいたことにより練習の効率が格段に良くなり、道具と頂いた支援のありがたみを日々感じています。

				ご支援いただいた皆様への感謝を忘れずに日々の活動を充実させたものにしていくよう、硬式野球部一丸となって頑張っていきたいと思います。

			

		

		
			
				電気・電子情報工学課程 4年　西 麻呂　

				顧問教員：電気・電子情報工学系 教授　滝川 浩史

				部員数：学部 3名、大学院 8名

				この度は、私たち空手道部にご支援いただき誠にありがとうございます。部員一同、心よりお礼申し上げます。

				私たち空手道部は、毎週木曜日と日曜日に活動しており、そのうち日曜日の練習では、外部講師である日本空手協会三河支部代表者の平野茂広先生を招いて指導を受けております。

				今年度は新たに学部生や留学生が加わり、部が一層活気づいたものとなりました。特に今までは女子部員が少ないことが多かったのですが、現在は女子部員も多数所属しており、男女問わず互いに切磋琢磨しながら練習に取り組んでいます。

				ここ数年はコロナウイルスの流行の影響により大会への出場は見送らせていただきましたが、来年度からは大会に出場する予定で、来年度以降の大会に向かって日々練習を行っています。今年度は大会の出場を見送ったため、その分形や技の稽古に注力することができ、初心者の部員も経験者の部員もそれぞれのレベルにあった実力を高めることができました。

				また、外部講師の紹介で社会人の経験者を招き、学生間だけでは気が緩みやすく上げにくい練習の質などを格段に向上させることができました。

				これらの経験を活かし、来年度以降の各大会などでの入賞や段位所得などをしていけるよう努めてまいります。また、空手の技術だけでなく、空手道という武道を通して日本武道の精神や礼儀作法なども学び、それらを初心者の方や海外からの留学生などにも伝えられるようにより一層精進してまいりたいと思います。今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。
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				電気・電子情報工学課程 3年　石井 悠翔

				顧問教員：建築・都市システム学系 教授　渋澤 博幸

				部員数：学部 13名、大学院 8名

				この度は、私たち豊橋日曜学校にご支援いただき、誠にありがとうございます。部員一同、心よりお礼申し上げます。

				私たち豊橋日曜学校は、月に一度、知的障がいを持った子どもたちとふれあうことで子どもたちに様々な経験をしてもらうことを目的として活動しているボランティアサークルです。各月ごとにテーマを考え、テーマに沿った工作やゲームなどを行っています。また、その月々によって季節に沿った行事やイベントをたくさん企画することで、子どもたちにより楽しんでもらえるように工夫をしています。今年も新型コロナウイルスが流行した影響で十分なサークル活動ができないこともありましたが、アルコール消毒の徹底や検温・体調チェックの実施、身体的距離の確保など、感染症対策に最大限の配慮をして、親御さんや子どもにも安心して参加していただけるよう努めています。

				今年は技科大で新入生が7人参加してくれ、現在技科大の学生は学部生13名、大学院生8名が在籍しています。

				今回ご支援いただいた課外活動活性化経費は、毎月の活動当日やその準備で使用する資料・物品作成用のプリンタのインク、その他備品・消耗品の費用に充てさせていただきました。

				今回のご支援、そして多くの方々の支えを忘れず、皆様のご期待に添うべく精一杯活動してまいりますので、今後ともご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

				電気・電子情報工学課程 4年　関

			

		

		
			
				電気・電子情報工学課程 4年　関口 翔

				顧問教員：情報・知能工学系 准教授　菅谷 保之

				部員数：学部 52名、大学院 8名

				この度は課外活動活性化経費としまして、バドミントン部をご支援いただき誠にありがとうございます。私たちバドミントン部はバドミントンを通じて学生間や地元豊橋の皆さん、他大学との親睦を深めるとともに、各大会において優秀な成績を収めることを目標に日々の活動を行っております。

				練習内容としましては実践形式を中心に基礎練習、試合練習としており、60名以上の部員がなるべくコートに入れるよう練習内容を工夫し取り組んでおります。コロナ禍にも関わらず、部員数は運動系サークルで1、2を争うほどになりました。

				今回いただいた課外活動活性化経費でシャトルを購入して頂き日々の練習に役立ております。3年ぶりの開催となった東海地区国立体育大会では順位を上げることが難しかったものの、接戦だったものが多く、部員のモチベーション向上に大きく影響されました。9月に実施されたリーグ対抗戦もコロナ禍以来の開催でしたが、結果も良く、豊橋のクラブチームの方々と交流することが出来て良い経験となりました。

				次回の大会ではよい結果が出せるようにこれからもバドミントン技術の向上とバドミントンを通じての交流を大事にしながらバドミントン部を発展させていきたいと考えておりますので、今後ともご支援、ご協力のほどよろしくお願い致します。

				各大会の成績を以下の通りです。

				東海地区国立体育大会 8位

				第47回豊橋バドミントン協会

				チーム対抗リーグ大会　2部 3位、6部 2位
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				同窓生への支援事業報告

				本学同窓生が参加する懇親会、パーティー等の交流活動を支援しています。同窓会正会員が10 名以上参加したイベントに対して、一人2,000 円を上限に助成しております。2022年度は現在までに1団体に対して助成を行いました。コロナ禍により飲食を伴う懇親会の開催が困難となっており、オンライン形式でのイベント開催についても助成対象としております。同窓生支援事業の詳細・申請方法は同窓会ホームページ（http://www.alumni.tut.jp/）に掲載されていますので、是非ご覧下さい。

				＜名古屋近郊＋鹿児島支部同窓会＞

				［開催概要］

				　実施日	令和4年10月21日

				　開催場所	名鶏

				　出席者数	11名（内本学卒業・修了生10名） 

				［申請者からのコメント］

				平成2年度　修了　飯吉 勝巳

				令和4年10月21日に旧６系10期生名古屋近郊・鹿児島在住者同窓会を名古屋で開催しました （幹事は私、飯吉です）。小松君より「10月22日に豊橋の下宿へ羽田と行くことになった。自分は21日、羽田は22日に愛知県に入る。あとはよろしく」との連絡があり、これは何かやれという意味なので両君が揃う22日の同窓会開催を予定しました。しかし、都合がよいのは我が家と大木君のみ。やむを得ず22日は断念し、そこそこ人の集まる21日に赤塚、遠藤、大木、花山、丸井、吉村、小松家、飯吉家、17期生柴田栄作君の11名により開催しました。なお、羽田君（奥様同伴）とは翌22日に豊橋で小松・大木・飯吉の各夫婦で懇親を深めました。

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				44 2023年 第40号 TUT 同窓会報

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				大学の広報活動

			

		

		
			
				本学は、公式ウェブサイト、公式SNS、大学広報誌、FMラジオ等様々な媒体を通じ、大学情報の発信を行っています。

			

		

		
			
				大学公式ウェブサイト

				https://www.tut.ac.jp/（日本語版）

				https://www.tut.ac.jp/english（英語版）

			

		

		
			
				本学の研究やイベント、課外活動などの「ギカダイの今」をお届けする広報誌です。

			

		

		
			
				年4回発行

			

		

		
			
				年2回発行

			

		

		
			
				最新の研究成果や取り組みを、日英バイリンガルにて発信している研究広報ウェブマガジンです。
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				https://www.tut.ac.jp/tempaku/

			

		

		
			
				https://www.tut.ac.jp/english/newsletter/
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				大学公式SNS

				facebook、Twitter、YouTube にて、イベント情報や学内風景を随時発信しています。

			

		

		
			
				FMラジオ広報「天伯之城 ギカダイ」

			

		

		
			
				エフエム豊橋（84.3 MHz）にて毎週土曜日夕方 5 時過ぎに放送しています。毎週、本学教員の興味深い研究内容や本学の取り組みなどを地域の皆様に向け紹介しています。放送の音声データは、本学ウェブサイトにて聴取可能です。
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				YouTube
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				https://www.tut.ac.jp/castle.html
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OEBPS/image/86.png





OEBPS/image/1系タイトル.png
BRTER ﬂ

Department of Mechanical Engine






OEBPS/image/【写真】研究室だより(機械ダイナミクス研究室).png
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